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問合せ▶　危機管理課交通防犯係（☎内線1137）
※イラストは群馬県警察「新一年生向け 交通安全絵本」より引用
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安中市公式SNSをご利用ください。

本

自転車利用者の皆さんへ
　自転車は車両です。信号に従うこと、「止まれ」の標識では一
時停止すること、原則として車道の左側を通行すること、夜間は
ライトを点灯することなど、自転車の基本的な交通ルールを守り
ましょう。また、保険に加入し、ヘルメットを着用しましょう。

小学生の皆さんへ
　道路を渡る時は、信号機や横断歩道がある場所で、手を上げて
左右の確認をしてから渡りましょう。道路に飛び出したり、道路
で遊んだりするのはやめましょう。また、通学路に危ない場所が
ないかおうちの人と一緒に歩いてみましょう。

高齢者の皆さんへ
　道路を横断する時は、信号機や横断歩道がある場所で左右を確
認してから横断しましょう。特に左から来る車に注意しましょ
う。シニアカーも歩行者として扱われます。歩道を通行するな
ど、歩行者としての交通ルールを守りましょう。また、専用の保
険に加入しましょう。旧中山道（碓氷峠）

米山公園（安中）

どうろ わた とき しんごうき おうだんほどう ばしょ て あ

さゆう かくにん わた どうろ どうろと だ

あそ つうがくろ あぶ ばしょ

いっしょひと ある

しょうがくせい みな



見
本

1  市民の快適な暮らしや生命と財産を守るまちづくり引
き
続
き
支
援
し
ま
す

花いっぱいプロジェクト事業 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
感
染
症
対
策
事
業

23 安中市役所　☎027－382－1111

デジタル技術を活用
し、窓口などでのコ
ミュニケーションの円
滑化やオンライン申請
の普及を図ります。

年度の当初予算が市議会第一回定例会で可決
されました。一般会計の予算総額は252億

6,427万円で、前年度と比べて4.0％増となります。
　コロナ禍にある現状とポストコロナ時代を見据え
ながら、第2次総合計画に掲げている「みんな元気
で　いきいき暮らせる　市民総働のまち　あんな
か」の実現のため、次に紹介する重点事業や新型コ
ロナウイルス感染症対策事業など、多様な行政ニー
ズに応える予算としています。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
支
援

を
行
い
ま
す
。

　令
和
4
年
度
で
は
、
令
和
3
年
度
の
支
援
事
業
に

加
え
て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事

業
」
と
し
て
、
新
し
い
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

〇行政のデジタル化推進事業
〇災害時避難支援体制強化事業
〇市庁舎・防災拠点センター建設事業

1,931万円
510万円

7,892万円

2022年5月1日号

当 
初 
予 

算

令
和
４
年
度

今

2  若い世代の移住・定住を進めるまちづくり
産後ケア事業として、
母子が使用できる施設
の拡充や妊婦健康診査
費用の助成を行いま
す。

〇産前産後支援事業
〇地球温暖化対策事業
〇子ども家庭総合支援拠点運営事業

73万円
445万円
339万円

3  生涯にわたる健やかな暮らしを支え合うまちづくり
多様な市民ニーズに対
応できるよう、すみれ
ケ丘聖苑駐車場に一般
墓所の造成や合葬墓等
を整備するほか、小式
場を改修して納骨堂を
設置します。

〇墓苑建設事業
〇支え合う社会の形成事業
〇歩行補助用シニアカー購入補助事業

1億4,358万円
580万円
200万円

妊婦感染対策支援事業

事業者サポート給付金事業

事業所等感染症対策支援事業

テレワーク拠点開設支援事業

おもてなしキャンペーン
宿泊補助事業

125万円

5,000万円

1,200万円

120万円

4,000万円

4  何度も訪れたくなる魅力を磨くまちづくり
堂峰番所を含む碓氷関
所跡の国史跡指定を目
指し、令和4年度から
中山道の整備工事を行
います。

〇中山道碓氷峠越整備活用事業
〇中央体育館外トイレ改修事業

2,028万円
992万円

5  地域の資源をつなぎ、活力を創造するまちづくり
米山公園の改修1期工
事として、スケート
ボードなどができる
サーキット場および和
風庭園の改修を行いま
す。

花き園芸の生産および販売業者へ支援を行うとと
もに、疲弊している世の中において市民の癒しと
なるよう花き類の購入費を補助します。

〇都市公園施設長寿命化事業
〇企業誘致促進事業
〇碓氷製糸経営基盤強化事業

8,771万円
50万円

280万円

多くの業種で利用できるプレミアム付きのショッ
ピングチケットを発行し、事業者の支援と地域経
済の活性化を図ります。

プレミアム付き
ショッピングチケット事業

見本
見本
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特
別
会
計

合計 252億8,000万円

歳　入

合計 252億8,000万円

歳　出

61億3,809万円

9億3,068万円

70億6,732万円

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

企
業
会
計

23億9,353万円

14億2,438万円

水道事業会計

下水道事業会計

33億3,701万円

5,436万円

病院事業会計

介護サービス事業会計

問合せ▶　財政課財務係（☎内線1053）本

市税…市民税・固定資産税・軽自動車税など
国庫支出金…国が行うべき事業を市へ委託する場合

や、市が行う事業に対して国が補助す
る場合に交付されるもの

繰入金…基金の取り崩しなどにより繰り入れるもの
地方交付税…地方財源の差を調整するため、国から交

付されるもの
県支出金…県が行うべき事業を市へ委託する場合や、

市が行う事業に対して県が補助する場合に
交付されるもの

地方消費税交付金…消費税として納められた中から、
一定の基準で交付されるもの

市債…建設事業等の財源にするための長期借入金

民生費…障がい者や高齢者の福祉サービス、子育て
支援、生活保護などの経費

総務費…庁舎や財産の維持管理、税金の徴収、戸籍
管理、選挙、統計などの経費

公債費…市債の元金、利子などを支払うための経費
衛生費…疾病予防、環境保全、ごみ処理などの経費
教育費…学校教育、生涯教育、文化・スポーツ振興

などの経費
土木費…道路、公園、住宅の整備などの経費
消防費…消防、災害対策などの経費

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

市税
96億5,580万円

国庫支出金
35億7,524万円

地方交付税
28億5,000万円

市債
10億5,720万円

繰入金
30億5,558万円

県支出金
20億9,005万円

地方消費税交付金
11億9,700万円

諸収入
4億7,682万円

使用料及び手数料
3億7,873万円

その他
9億2,785万円

民生費
96億3,057万円

総務費
29億2,590万円

衛生費
27億8,128万円

消防費
8億9,127万円

公債費
27億9,395万円

教育費
24億740万円

土木費
22億5,125万円

農林水産業費
6億18万円

商工費
5億6,931万円

その他
4億1,316万円

2022年5月1日号安中市役所　☎027－382－1111

一
般
会
計

252億6,427万円

252億6,427万円

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
福
祉
に
関
す
る

身
近
な
相
談
役
で
す
。
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
公
務
員
で
、
地
域
福

祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
全
国
で

約
23
万
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　安
中
市
で
は
市
内
を
12
の
地
区
に
分
け
、

主
に
地
区
ご
と
に
活
動
を
行
い
、
全
体
で

1
4
1
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は
？

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
う
ち
、
特
に
子

ど
も
や
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
関
す
る
福
祉

を
専
門
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て

区
域
を
直
接
担
当
せ
ず
、
個
別
の
案
件
に
つ

い
て
当
該
区
域
を
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
連
携
を
図
り
対
応
し
ま
す
。

　市
は
各
地
区
に
2
人
ず
つ
所
属
し
、
市
全

体
で
は
24
人
の
主
任
児
童
委
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

各
委
員
の
役
割

　担
当
区
域
内
の

実
情
を
把
握
し
、

地
域
住
民
に
対
し

て
適
切
に
相
談
・

援
助
を
行
い
ま
す
。

　担
当
区
域
に
お
い
て
自
ら
も
地
域
住
民
の

一
員
と
し
て
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
の

安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声

か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
や
介
護

の
悩
み
、
妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、
経
済
的

困
窮
に
よ
る
生
活
上
の
心
配
ご
と
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　相
談
内
容
に
応
じ

て
、
必
要
な
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
地
域
の

専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
つ
な
ぐ
と
言
っ
て

も
あ
る
程
度
の
知
識
や
情
報
も
必
要
で
、
適

切
な
支
援
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
つ
な
ぎ
先

の
判
断
も
重
要
で
す
。

　そ
の
た
め
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地

区
ご
と
に
行
わ
れ
る
定
例
会
や
、
各
団
体
が

主
催
す
る
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
常

日
頃
か
ら
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

秘
密
を
守
り
ま
す

　民
生
委
員
法
第
15
条
で
は
「
民
生
委
員

は
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
つ
て

は
、
個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
身
分
上

に
関
す
る
秘
密
を
守
り
、
人
種
、
信
条
、
性

別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
っ
て
、
差

別
的
又
は
優
先
的
な
取
扱
を
す
る
こ
と
な

く
、
且
つ
、
そ
の
処
理
は
、
実
情
に
応
じ
て

合
理
的
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
職
務
上
知
り
え
た
情
報
を

漏
ら
し
て
は
い
け
な
い
義
務
が
あ
り
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民生委員・児童委員はこんな活動をしています
見守り訪問

登校時のあいさつ運動

「地域と行政の“つなぎ役”」
として、ひとり暮らしの高齢者
宅を中心に見守り訪問をしてい
ます。

地域のコミュニケーションの活
性化を図るため、定期的に登校
時のあいさつ運動を行い、明る
く安心な地域社会づくりに取り
組んでいます。

ふれあい・いきいきサロン
の運営（協力）

高齢者のための地域交流の場で
ある「ふれあい・いきいきサロ
ン」の運営や協力などをしてい
ます。
乳幼児宅訪問事業

毎年10月～11月に乳幼児（0～2歳
児）のお子さんがいらっしゃる世帯
を訪問し、育児に関する相談や子
育てに役立つ情報をお届けし、育
児に関する相談を受けています。

５
月
12
日
は

　
　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

５
月
12
日（
木
）〜
18
日（
水
）は

　
　
　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
強
化
週
間
で
す

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係
（
☎
内
線
２
１
５
４
）

松
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
☎
内
線
１
１
５
２
）

本

new
s

家計に例えると…
収　入 支　出

11万5,000円

12万3,000円
1万3,000円

1万3,000円
3万6,000円

8万7,000円

給料（市税） 
諸手当

（国・県支出金・地方譲与税など） 
銀行からの借入（市債） 
パート代金

（分担金、負担金、使用料など） 
貯金の取り崩し（繰入金）
 

貯金残高
（令和3年度末基金残高見込（一般会計））

6万8,000円
5万1,000円
4万2,000円
3万3,000円

6万9,000円

3万円
5,000円

2,000円

（22％）
（17％）
（14％）
（11％）

（23％）

（10％）
（2％）

（1％）

（39％）

（41％）
（4％）

（4％）
（12％）

医療費・保育費等（扶助費） 
食費（人件費） 
光熱水費・通信費（物件費）
ローン返済（公債費）
家族への仕送りなど

（繰出金、補助費など）
家・車・電化製品などの修繕、買替

（普通建設事業費・維持補修費）
貯金（積立金） 
その他雑費

（投資および出資、貸付金など） 

令和4年度の一般会計予算を1か月の収支が30万円の家計に例えると次のよう
になります。
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特
別
会
計

合計 252億8,000万円

歳　入

合計 252億8,000万円

歳　出

61億3,809万円

9億3,068万円

70億6,732万円

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

企
業
会
計

23億9,353万円

14億2,438万円

水道事業会計

下水道事業会計

33億3,701万円

5,436万円

病院事業会計

介護サービス事業会計

問合せ▶　財政課財務係（☎内線1053）本

市税…市民税・固定資産税・軽自動車税など
国庫支出金…国が行うべき事業を市へ委託する場合

や、市が行う事業に対して国が補助す
る場合に交付されるもの

繰入金…基金の取り崩しなどにより繰り入れるもの
地方交付税…地方財源の差を調整するため、国から交

付されるもの
県支出金…県が行うべき事業を市へ委託する場合や、

市が行う事業に対して県が補助する場合に
交付されるもの

地方消費税交付金…消費税として納められた中から、
一定の基準で交付されるもの

市債…建設事業等の財源にするための長期借入金

民生費…障がい者や高齢者の福祉サービス、子育て
支援、生活保護などの経費

総務費…庁舎や財産の維持管理、税金の徴収、戸籍
管理、選挙、統計などの経費

公債費…市債の元金、利子などを支払うための経費
衛生費…疾病予防、環境保全、ごみ処理などの経費
教育費…学校教育、生涯教育、文化・スポーツ振興

などの経費
土木費…道路、公園、住宅の整備などの経費
消防費…消防、災害対策などの経費

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

市税
96億5,580万円

国庫支出金
35億7,524万円

地方交付税
28億5,000万円

市債
10億5,720万円

繰入金
30億5,558万円

県支出金
20億9,005万円

地方消費税交付金
11億9,700万円

諸収入
4億7,682万円

使用料及び手数料
3億7,873万円

その他
9億2,785万円

民生費
96億3,057万円

総務費
29億2,590万円

衛生費
27億8,128万円

消防費
8億9,127万円

公債費
27億9,395万円

教育費
24億740万円

土木費
22億5,125万円

農林水産業費
6億18万円

商工費
5億6,931万円

その他
4億1,316万円

2022年5月1日号安中市役所　☎027－382－1111

一
般
会
計

252億6,427万円

252億6,427万円

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
福
祉
に
関
す
る

身
近
な
相
談
役
で
す
。
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
公
務
員
で
、
地
域
福

祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
全
国
で

約
23
万
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　安
中
市
で
は
市
内
を
12
の
地
区
に
分
け
、

主
に
地
区
ご
と
に
活
動
を
行
い
、
全
体
で

1
4
1
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は
？

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
う
ち
、
特
に
子

ど
も
や
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
関
す
る
福
祉

を
専
門
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て

区
域
を
直
接
担
当
せ
ず
、
個
別
の
案
件
に
つ

い
て
当
該
区
域
を
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
連
携
を
図
り
対
応
し
ま
す
。

　市
は
各
地
区
に
2
人
ず
つ
所
属
し
、
市
全

体
で
は
24
人
の
主
任
児
童
委
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

各
委
員
の
役
割

　担
当
区
域
内
の

実
情
を
把
握
し
、

地
域
住
民
に
対
し

て
適
切
に
相
談
・

援
助
を
行
い
ま
す
。

　担
当
区
域
に
お
い
て
自
ら
も
地
域
住
民
の

一
員
と
し
て
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
の

安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声

か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
や
介
護

の
悩
み
、
妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、
経
済
的

困
窮
に
よ
る
生
活
上
の
心
配
ご
と
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　相
談
内
容
に
応
じ

て
、
必
要
な
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
地
域
の

専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
つ
な
ぐ
と
言
っ
て

も
あ
る
程
度
の
知
識
や
情
報
も
必
要
で
、
適

切
な
支
援
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
つ
な
ぎ
先

の
判
断
も
重
要
で
す
。

　そ
の
た
め
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地

区
ご
と
に
行
わ
れ
る
定
例
会
や
、
各
団
体
が

主
催
す
る
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
常

日
頃
か
ら
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

秘
密
を
守
り
ま
す

　民
生
委
員
法
第
15
条
で
は
「
民
生
委
員

は
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
つ
て

は
、
個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
身
分
上

に
関
す
る
秘
密
を
守
り
、
人
種
、
信
条
、
性

別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
っ
て
、
差

別
的
又
は
優
先
的
な
取
扱
を
す
る
こ
と
な

く
、
且
つ
、
そ
の
処
理
は
、
実
情
に
応
じ
て

合
理
的
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
職
務
上
知
り
え
た
情
報
を

漏
ら
し
て
は
い
け
な
い
義
務
が
あ
り
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民生委員・児童委員はこんな活動をしています
見守り訪問

登校時のあいさつ運動

「地域と行政の“つなぎ役”」
として、ひとり暮らしの高齢者
宅を中心に見守り訪問をしてい
ます。

地域のコミュニケーションの活
性化を図るため、定期的に登校
時のあいさつ運動を行い、明る
く安心な地域社会づくりに取り
組んでいます。

ふれあい・いきいきサロン
の運営（協力）

高齢者のための地域交流の場で
ある「ふれあい・いきいきサロ
ン」の運営や協力などをしてい
ます。
乳幼児宅訪問事業

毎年10月～11月に乳幼児（0～2歳
児）のお子さんがいらっしゃる世帯
を訪問し、育児に関する相談や子
育てに役立つ情報をお届けし、育
児に関する相談を受けています。

５
月
12
日
は

　
　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

５
月
12
日（
木
）〜
18
日（
水
）は

　
　
　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
強
化
週
間
で
す

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係
（
☎
内
線
２
１
５
４
）

松
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
☎
内
線
１
１
５
２
）

本

new
s

家計に例えると…
収　入 支　出

11万5,000円

12万3,000円
1万3,000円

1万3,000円
3万6,000円

8万7,000円

給料（市税） 
諸手当

（国・県支出金・地方譲与税など） 
銀行からの借入（市債） 
パート代金

（分担金、負担金、使用料など） 
貯金の取り崩し（繰入金）
 

貯金残高
（令和3年度末基金残高見込（一般会計））

6万8,000円
5万1,000円
4万2,000円
3万3,000円

6万9,000円

3万円
5,000円

2,000円

（22％）
（17％）
（14％）
（11％）

（23％）

（10％）
（2％）

（1％）

（39％）

（41％）
（4％）

（4％）
（12％）

医療費・保育費等（扶助費） 
食費（人件費） 
光熱水費・通信費（物件費）
ローン返済（公債費）
家族への仕送りなど

（繰出金、補助費など）
家・車・電化製品などの修繕、買替

（普通建設事業費・維持補修費）
貯金（積立金） 
その他雑費

（投資および出資、貸付金など） 

令和4年度の一般会計予算を1か月の収支が30万円の家計に例えると次のよう
になります。



　市
で
は
、
災
害
発
生
時
や
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
、
緊
急
情
報
や
避
難
情

報
な
ど（
以
下
、
『
緊
急
情
報
等
』
と
表
記
）を
お
伝
え
し
ま
す
。

　1
つ
の
方
法
に
限
ら
ず
、
複
数
の
方
法
を
使
っ
て
情
報
を
収
集
し
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の

身
の
安
全
を
確
保
す
る
行
動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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dボタン
※ご利用のリモコン
によって、ボタンの
位置が異なります

災
害
時
な
ど
に
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係
（
☎
内
線
1
1
3
1
）

本

new
sテレビ

＜NHKのデータ放送＞
1．NHK総合を選局し「d」ボタンを押す
2．「防災・生活情報」を選択
3．知りたい情報を選択

〇データ放送
　テレビのデータ放送を通じて緊急情報等を発信します。ご利用の際は、リモコンの「d」
ボタンを押してください。また、気象情報や河川の水位情報なども確認することができま
す。

SNS
〇公式ツイッター
　市の公式ツイッターから緊急情報等を配
信します。平常時には、市政情報やイベン
ト情報を配信します。
アカウント名▶Annaka_City
アカウントURL▶
https://twitter.com/Annaka
_City

ウェブサイト
〇市ホームページ
　市のホームページ（緊急用画面）に緊急情
報等を掲載します。平常時には、市政情報
のほか、イベント情報や観光情報、各種手
続情報などを掲載します。
URL▶
https://www.city.annaka.lg.jp/

〇公式LINE（ライン）
　市の公式LINEから緊急情報等を配信し
ます。平常時には、市政情報のほか、イベ
ント情報や観光情報、各種手続情報などを
配信します。
アカウント名▶annakacity
アカウントURL▶https://lin.ee/VsPQM4X
＜登録方法＞
・「ID検索」にて「＠annakacity」で検

索し、「友だち追加」ボタンを押してく
ださい。

・もしくは、右記の2次元コー
ド（友だち追加用）を読み込ん
でください。

〇地図情報オンライン公開システム
　（危機管理マップ）
　土砂災害（特別）警戒区域及び浸水想定区
域のほか、指定避難所および指定緊急避難
場所の位置を確認することができます。ま
た、緊急時には指定避難所の開設・混雑状
況を確認することができます。
URL▶https://annakacity.
maps.arcgis.com/apps/w
ebappviewer/index.html?
id=f367349c404542a892
94241ae3a6cd5d

＜群馬テレビのデータ放送＞
1．群馬テレビを選局し「d」ボタンを押す
2．「安中市のお知らせ」を選択
3．「災害情報・防災情報」を選択
4．知りたい情報を選択

電話・FAX
〇防災行政無線テレホンサービス
　防災行政無線の放送が聞き取りづらかった場合や
聞き逃してしまった場合は、電話で直近の放送内容
を確認することができます。

（☎0800－800－3664（通話料無料））

屋外スピーカー
〇防災行政無線（同報系）
　市内に設置してある屋外拡声子局のスピーカーか
ら緊急情報等を放送します。

〇高齢者等緊急情報配信サービス
　利用する場合には登録（市に申込み）が必要です。
登録した固定電話やファクシミリの番号へ、緊急情
報等を配信します。
　サービスの対象者は、携帯電話などを所持してい
ない高齢者や障害者などで、緊急情報等の入手が困
難な人です。
＜登録方法＞
・右記の2次元コードから、市ホームペー
　ジをご覧ください。

メール
〇メール配信サービス
　利用する場合には登録が必要です。登録した携帯
電話やスマートフォンなどのメールアドレスに、緊
急情報等を配信します。平常時には、「防災・防犯・
火災・気象・市政」に関する地域情報を配信しま
す。
　登録料は無料ですが、メール受信などにかかる通
信料は登録者負担となります。
＜登録方法＞
・次のメールアドレスに空メールを送信してくださ

い。 annaka@entry.mail-dpt.jp 
・もしくは、右記の2次元コード（空メール
　送信用）を読み込んでください。
・「annaka@city.annaka.jp」からのメー
　ルが受信できるように設定してください。

〇緊急速報メール（エリアメール）
　NTTドコモ、KDDI（au）、ソフトバンク、楽天モ
バイルなどの各社携帯電話など（対応機種に限る）に、
緊急情報等が配信されます。情報が配信された時点
で、市内にいる人の携帯電話などにメールが届きま
す（専用の着信音が鳴動します）。登録は不要です。

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達試験を行います。こ
の試験は全国瞬時警報システム（Jアラート※）を用いて、本市を含む全国の地域でさまざ
まな手段により情報伝達試験が行われます。今年度は下記の日程で4回実施しますが、
災害などが発生した場合または発生する恐れがある場合には試験を中止します。
第1回：5月18日（水） 　第2回：8月10日（水） 　第3回：11月16日（水）  
第4回：令和5年2月15日（水） 
　本市が行う情報伝達試験の内容は次のとおりです。

○「メール配信サービス」の利用方法は、下記をご覧ください。
○防災行政無線の放送内容は「防災行政無線テレホンサービス」で確認できます。詳細は下記をご覧ください。

防災行政無線などを用いた全国一斉の情報伝達試験を実施します

内　　　　容

市内に設置した防災行政無線から、一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】
1.  チャイム音
2.「これは、Jアラートのテストです。」×3回
3.「こちらは、ぼうさいあんなかです。」×1回
4.  チャイム音

安中市メール配信サービスに登録している人で、防災情報の「安中市全域」または
「Jアラート」を選択している人へ試験メールが配信されます。

情報伝達手段

防災行政無線

メール配信サービス

5月18日（水）
午前11時ごろ

※Jアラート…地震・津波の発生や武力攻撃などの緊急情報を、国が人工衛星などを通じて瞬時に伝えるシステム



　市
で
は
、
災
害
発
生
時
や
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
、
緊
急
情
報
や
避
難
情

報
な
ど（
以
下
、
『
緊
急
情
報
等
』
と
表
記
）を
お
伝
え
し
ま
す
。

　1
つ
の
方
法
に
限
ら
ず
、
複
数
の
方
法
を
使
っ
て
情
報
を
収
集
し
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の

身
の
安
全
を
確
保
す
る
行
動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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dボタン
※ご利用のリモコン
によって、ボタンの
位置が異なります

災
害
時
な
ど
に
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係
（
☎
内
線
1
1
3
1
）

本

new
sテレビ

＜NHKのデータ放送＞
1．NHK総合を選局し「d」ボタンを押す
2．「防災・生活情報」を選択
3．知りたい情報を選択

〇データ放送
　テレビのデータ放送を通じて緊急情報等を発信します。ご利用の際は、リモコンの「d」
ボタンを押してください。また、気象情報や河川の水位情報なども確認することができま
す。

SNS
〇公式ツイッター
　市の公式ツイッターから緊急情報等を配
信します。平常時には、市政情報やイベン
ト情報を配信します。
アカウント名▶Annaka_City
アカウントURL▶
https://twitter.com/Annaka
_City

ウェブサイト
〇市ホームページ
　市のホームページ（緊急用画面）に緊急情
報等を掲載します。平常時には、市政情報
のほか、イベント情報や観光情報、各種手
続情報などを掲載します。
URL▶
https://www.city.annaka.lg.jp/

〇公式LINE（ライン）
　市の公式LINEから緊急情報等を配信し
ます。平常時には、市政情報のほか、イベ
ント情報や観光情報、各種手続情報などを
配信します。
アカウント名▶annakacity
アカウントURL▶https://lin.ee/VsPQM4X
＜登録方法＞
・「ID検索」にて「＠annakacity」で検

索し、「友だち追加」ボタンを押してく
ださい。

・もしくは、右記の2次元コー
ド（友だち追加用）を読み込ん
でください。

〇地図情報オンライン公開システム
　（危機管理マップ）
　土砂災害（特別）警戒区域及び浸水想定区
域のほか、指定避難所および指定緊急避難
場所の位置を確認することができます。ま
た、緊急時には指定避難所の開設・混雑状
況を確認することができます。
URL▶https://annakacity.
maps.arcgis.com/apps/w
ebappviewer/index.html?
id=f367349c404542a892
94241ae3a6cd5d

＜群馬テレビのデータ放送＞
1．群馬テレビを選局し「d」ボタンを押す
2．「安中市のお知らせ」を選択
3．「災害情報・防災情報」を選択
4．知りたい情報を選択

電話・FAX
〇防災行政無線テレホンサービス
　防災行政無線の放送が聞き取りづらかった場合や
聞き逃してしまった場合は、電話で直近の放送内容
を確認することができます。

（☎0800－800－3664（通話料無料））

屋外スピーカー
〇防災行政無線（同報系）
　市内に設置してある屋外拡声子局のスピーカーか
ら緊急情報等を放送します。

〇高齢者等緊急情報配信サービス
　利用する場合には登録（市に申込み）が必要です。
登録した固定電話やファクシミリの番号へ、緊急情
報等を配信します。
　サービスの対象者は、携帯電話などを所持してい
ない高齢者や障害者などで、緊急情報等の入手が困
難な人です。
＜登録方法＞
・右記の2次元コードから、市ホームペー
　ジをご覧ください。

メール
〇メール配信サービス
　利用する場合には登録が必要です。登録した携帯
電話やスマートフォンなどのメールアドレスに、緊
急情報等を配信します。平常時には、「防災・防犯・
火災・気象・市政」に関する地域情報を配信しま
す。
　登録料は無料ですが、メール受信などにかかる通
信料は登録者負担となります。
＜登録方法＞
・次のメールアドレスに空メールを送信してくださ

い。 annaka@entry.mail-dpt.jp 
・もしくは、右記の2次元コード（空メール
　送信用）を読み込んでください。
・「annaka@city.annaka.jp」からのメー
　ルが受信できるように設定してください。

〇緊急速報メール（エリアメール）
　NTTドコモ、KDDI（au）、ソフトバンク、楽天モ
バイルなどの各社携帯電話など（対応機種に限る）に、
緊急情報等が配信されます。情報が配信された時点
で、市内にいる人の携帯電話などにメールが届きま
す（専用の着信音が鳴動します）。登録は不要です。

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達試験を行います。こ
の試験は全国瞬時警報システム（Jアラート※）を用いて、本市を含む全国の地域でさまざ
まな手段により情報伝達試験が行われます。今年度は下記の日程で4回実施しますが、
災害などが発生した場合または発生する恐れがある場合には試験を中止します。
第1回：5月18日（水） 　第2回：8月10日（水） 　第3回：11月16日（水）  
第4回：令和5年2月15日（水） 
　本市が行う情報伝達試験の内容は次のとおりです。

○「メール配信サービス」の利用方法は、下記をご覧ください。
○防災行政無線の放送内容は「防災行政無線テレホンサービス」で確認できます。詳細は下記をご覧ください。

防災行政無線などを用いた全国一斉の情報伝達試験を実施します

内　　　　容

市内に設置した防災行政無線から、一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】
1.  チャイム音
2.「これは、Jアラートのテストです。」×3回
3.「こちらは、ぼうさいあんなかです。」×1回
4.  チャイム音

安中市メール配信サービスに登録している人で、防災情報の「安中市全域」または
「Jアラート」を選択している人へ試験メールが配信されます。

情報伝達手段

防災行政無線

メール配信サービス

5月18日（水）
午前11時ごろ

※Jアラート…地震・津波の発生や武力攻撃などの緊急情報を、国が人工衛星などを通じて瞬時に伝えるシステム



89 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス 2022年5月1日号安中市役所　☎027－382－1111

　特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
普
通

徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）の
2
つ
の
方
法

に
分
か
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
の
人
は
8
月
上

旬
頃
ま
で
に
、
普
通
徴
収
の
人
は
7
月
中
旬

頃
ま
で
に
、
決
定
通
知
書
に
よ
り
年
間
の
確

定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　ま
た
、
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
を
併
用
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

○
特
別
徴
収
と
な
る
場
合

・
老
齢（
退
職
）、
遺
族
、
障
害
年
金
の
受
給

額
が
年
間
18
万
円
以
上
の
人
は
、
日
本
年
金

機
構
な
ど
の
年
金
支
払
者
が
、
年
金
の
定
期

支
払（
偶
数
月
）の
際
に
保
険
料
を
差
し
引
き

ま
す
。

※
た
だ
し
、
年
金
の
受
給
額
が
年
間
18
万
円

以
上
で
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す

・
年
度
途
中
で
、
65
歳
に
な
っ
た
場
合
や
他

の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

・
年
度
途
中
で
、
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ
た

場
合

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
減
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
年
金
か

ら
の
天
引
が
中
止
さ
れ
ま
す
）

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
増
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
増
額
分

が
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
）

・
年
金
の
一
時
差
し
止
め
や
支
給
停
止
に

な
っ
た
場
合

・
年
金
担
保
貸
付
金
の
返
済
が
開
始
さ
れ
た

場
合

○
普
通
徴
収
と
な
る
場
合

・
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
人
は
、
市

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
市
役
所

ま
た
は
指
定
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
ま
す
。

・
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
納
付
通
知

書
、
預
金
通
帳
、
届
出
印
を
ご
持
参
の
う

え
、
直
接
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
振
替
開
始
の
時
期
は
、
申
込
み
を

し
た
月
の
翌
月
納
期
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
保
険
料
の
徴
収
猶

予
や
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。　ま

た
、
特
に
生
活
が
困
窮
し
、
保
険
料
の

全
額
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
保

険
料
の
減
額
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。　な

お
、
減
免
な
ど
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料
の
滞
納
が
続

い
た
場
合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
に
、
未
納
の
期
間
に
応
じ
て
、
次
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

・
1
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
自
己

負
担
し
、
申
請
に
よ
り
あ
と
で
保
険
給
付
分

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

・
1
年
6
か
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険
給

付
分
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
一
時
差
し
止
め

ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
滞
納
保
険
料
相
当
額
が

差
し
引
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
2
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
自
己
負
担
割
合
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
高
額
介
護（
介
護
予
防
）サ
ー
ビ

ス
費
な
ど
の
支
給
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。　加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定
方

法
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
医
療
保
険
料
と
合
わ

せ
て
納
め
ま
す
。

　65
歳
に
な
っ
た
月（
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
）の
分
か
ら
、
医
療
保
険
料
と
は
別

に
、
直
接
市
へ
納
付
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま

す
。

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係
（
☎
内
線
1
1
8
7
）

本

低所得者の保険料軽減について
　公費の投入により低所得者の保険料負担を軽減する仕組みが設けられています。
第1段階：38,400円（基準額×0.50）　→　23,100円（基準額×0.30）
第2段階：53,700円（基準額×0.70）　→　38,400円（基準額×0.50）
第3段階：57,600円（基準額×0.75）　→　53,800円（基準額×0.70）

※課税年金収入額とは、住民税の課税対象となる年金（国民年金、厚生年金など）の収入額
で、非課税となる年金（障害年金、遺族年金など）は含まれません
※合計所得金額とは、前年（2021年）中の収入から必要経費（給与の場合には給与所得控除
額、年金の場合には公的年金等控除額）を控除した金額で、所得控除（扶養控除や社会保険
料控除など）をする前の金額です。第1～5段階は「公的年金等に係る雑所得」を控除した
額（給与所得が含まれる場合は、当該給与所得の金額（給与所得と課税対象となる公的年金
に係る所得の双方に有する人に対する所得金額調整控除の適用がある場合は、その控除前
の金額）から10万円を控除した額）を用います。第6段階以上は合計所得金額に給与所得又
は公的年金等に係る雑所得が含まれている場合には、当該給与所得及び公的年金等に係る
雑所得の合計額から10万円を控除した額を用います。不動産の譲渡所得については、「長
期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額」を控除した金額を用います

65歳以上の人の介護保険料 （令和3年度から令和5年度まで）

▲市は、介護保険について便利帳を発行して
おり、利用の手引きになっています。また、
市ホームページにも掲載していま
すので、詳しくは右記2次元コー
ドからご覧ください。

対象となる人 保険料（年額）
・生活保護受給者の人
・本人が老齢福祉年金受給者で、世帯全員が
住民税非課税の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と年金所得以外の合計所得金額の
合計が80万円以下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と年金所得以外の合計所得金額の
合計が80万円超120万円以下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と年金所得以外の合計所得金額の
合計が120万円超の人

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と年金所得以外の合計所得金額の合計が
80万円以下の人

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と年金所得以外の合計所得金額の合計が
80万円超の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円以上210万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が210
万円以上320万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が320
万円以上400万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が400
万円以上700万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が700
万円以上の人

基準額×0.30
23,100円

基準額×0.50
38,400円

基準額×0.70
53,800円

基準額×0.90
69,100円

基準額
76,800円

基準額×1.15
88,300円
基準額×1.30
99,800円
基準額×1.50
115,200円
基準額×1.70
130,500円
基準額×1.80
138,200円
基準額×1.90
145,900円

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階

■
介
護
保
険
料
の
納
付

■
介
護
保
険
料
の
減
免

■
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

　（第
2
号
被
保
険
者
）の

　
　
　
　
　
　
　
　介
護
保
険
料

■
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合

す
。
市
内
に
居
住
す
る
40
歳
以
上
の
人
は
す
べ
て
、
市
が
運
営
す
る
介
護
保
険
の
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
は
年
齢
に
よ
っ
て
、
第
1
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
人
）と
第
2

号
被
保
険
者（
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
）に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
の
決
め
方
や
納

め
方
が
異
な
り
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
保
険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
納
め
る
介
護
保
険
料
と
公
費（
税
金
）を
財
源

と
し
て
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

本
人
の
生
活
と
家
族
の
介
護
を
支
援
し
、
社
会
全
体
で
老
後
の
安
心
を
支
え
る
仕
組
み
で

new
s
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　特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
普
通

徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）の
2
つ
の
方
法

に
分
か
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
の
人
は
8
月
上

旬
頃
ま
で
に
、
普
通
徴
収
の
人
は
7
月
中
旬

頃
ま
で
に
、
決
定
通
知
書
に
よ
り
年
間
の
確

定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　ま
た
、
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
を
併
用
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

○
特
別
徴
収
と
な
る
場
合

・
老
齢（
退
職
）、
遺
族
、
障
害
年
金
の
受
給

額
が
年
間
18
万
円
以
上
の
人
は
、
日
本
年
金

機
構
な
ど
の
年
金
支
払
者
が
、
年
金
の
定
期

支
払（
偶
数
月
）の
際
に
保
険
料
を
差
し
引
き

ま
す
。

※
た
だ
し
、
年
金
の
受
給
額
が
年
間
18
万
円

以
上
で
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す

・
年
度
途
中
で
、
65
歳
に
な
っ
た
場
合
や
他

の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

・
年
度
途
中
で
、
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ
た

場
合

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
減
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
年
金
か

ら
の
天
引
が
中
止
さ
れ
ま
す
）

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
増
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
増
額
分

が
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
）

・
年
金
の
一
時
差
し
止
め
や
支
給
停
止
に

な
っ
た
場
合

・
年
金
担
保
貸
付
金
の
返
済
が
開
始
さ
れ
た

場
合

○
普
通
徴
収
と
な
る
場
合

・
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
人
は
、
市

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
市
役
所

ま
た
は
指
定
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
ま
す
。

・
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
納
付
通
知

書
、
預
金
通
帳
、
届
出
印
を
ご
持
参
の
う

え
、
直
接
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
振
替
開
始
の
時
期
は
、
申
込
み
を

し
た
月
の
翌
月
納
期
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
保
険
料
の
徴
収
猶

予
や
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。　ま

た
、
特
に
生
活
が
困
窮
し
、
保
険
料
の

全
額
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
保

険
料
の
減
額
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。　な

お
、
減
免
な
ど
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料
の
滞
納
が
続

い
た
場
合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
に
、
未
納
の
期
間
に
応
じ
て
、
次
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

・
1
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
自
己

負
担
し
、
申
請
に
よ
り
あ
と
で
保
険
給
付
分

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

・
1
年
6
か
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険
給

付
分
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
一
時
差
し
止
め

ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
滞
納
保
険
料
相
当
額
が

差
し
引
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
2
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
自
己
負
担
割
合
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
高
額
介
護（
介
護
予
防
）サ
ー
ビ

ス
費
な
ど
の
支
給
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。　加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定
方

法
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
医
療
保
険
料
と
合
わ

せ
て
納
め
ま
す
。

　65
歳
に
な
っ
た
月（
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
）の
分
か
ら
、
医
療
保
険
料
と
は
別

に
、
直
接
市
へ
納
付
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま

す
。

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係
（
☎
内
線
1
1
8
7
）

本

低所得者の保険料軽減について
　公費の投入により低所得者の保険料負担を軽減する仕組みが設けられています。
第1段階：38,400円（基準額×0.50）　→　23,100円（基準額×0.30）
第2段階：53,700円（基準額×0.70）　→　38,400円（基準額×0.50）
第3段階：57,600円（基準額×0.75）　→　53,800円（基準額×0.70）

※課税年金収入額とは、住民税の課税対象となる年金（国民年金、厚生年金など）の収入額
で、非課税となる年金（障害年金、遺族年金など）は含まれません
※合計所得金額とは、前年（2021年）中の収入から必要経費（給与の場合には給与所得控除
額、年金の場合には公的年金等控除額）を控除した金額で、所得控除（扶養控除や社会保険
料控除など）をする前の金額です。第1～5段階は「公的年金等に係る雑所得」を控除した
額（給与所得が含まれる場合は、当該給与所得の金額（給与所得と課税対象となる公的年金
に係る所得の双方に有する人に対する所得金額調整控除の適用がある場合は、その控除前
の金額）から10万円を控除した額）を用います。第6段階以上は合計所得金額に給与所得又
は公的年金等に係る雑所得が含まれている場合には、当該給与所得及び公的年金等に係る
雑所得の合計額から10万円を控除した額を用います。不動産の譲渡所得については、「長
期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額」を控除した金額を用います

65歳以上の人の介護保険料 （令和3年度から令和5年度まで）

▲市は、介護保険について便利帳を発行して
おり、利用の手引きになっています。また、
市ホームページにも掲載していま
すので、詳しくは右記2次元コー
ドからご覧ください。

対象となる人 保険料（年額）
・生活保護受給者の人
・本人が老齢福祉年金受給者で、世帯全員が
住民税非課税の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と年金所得以外の合計所得金額の
合計が80万円以下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と年金所得以外の合計所得金額の
合計が80万円超120万円以下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と年金所得以外の合計所得金額の
合計が120万円超の人

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と年金所得以外の合計所得金額の合計が
80万円以下の人

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と年金所得以外の合計所得金額の合計が
80万円超の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円以上210万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が210
万円以上320万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が320
万円以上400万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が400
万円以上700万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が700
万円以上の人

基準額×0.30
23,100円

基準額×0.50
38,400円

基準額×0.70
53,800円

基準額×0.90
69,100円

基準額
76,800円

基準額×1.15
88,300円
基準額×1.30
99,800円
基準額×1.50
115,200円
基準額×1.70
130,500円
基準額×1.80
138,200円
基準額×1.90
145,900円

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階

■
介
護
保
険
料
の
納
付

■
介
護
保
険
料
の
減
免

■
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

　（第
2
号
被
保
険
者
）の

　
　
　
　
　
　
　
　介
護
保
険
料

■
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合

す
。
市
内
に
居
住
す
る
40
歳
以
上
の
人
は
す
べ
て
、
市
が
運
営
す
る
介
護
保
険
の
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
は
年
齢
に
よ
っ
て
、
第
1
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
人
）と
第
2

号
被
保
険
者（
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
）に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
の
決
め
方
や
納

め
方
が
異
な
り
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
保
険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
納
め
る
介
護
保
険
料
と
公
費（
税
金
）を
財
源

と
し
て
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

本
人
の
生
活
と
家
族
の
介
護
を
支
援
し
、
社
会
全
体
で
老
後
の
安
心
を
支
え
る
仕
組
み
で

new
s



　40
歳
以
上
の
安
中

市
国
民
健
康
保
険
加

入
者
と
群
馬
県
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
お
よ
び
生
活
保

護
受
給
者
に
健
康
診

査
受
診
票
・
受
診
券

と
「
健
診
の
日
程
と

受
診
方
法
」
の
チ
ラ

シ
、
尿
容
器
を
同
封

し
た
緑
色
の
封
筒

を
、
5
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

リ
ス
ク
の
高
い
人
な
ど
に
対
し
て
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
支
援（
特
定
保
健
指
導
）な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

受
診
期
間
▼

　健
診
は
、
医
療
機
関
で
受
け
る
「
個
別
健

診
」
ま
た
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
決

め
ら
れ
た
日
時
・
会
場
で
受
け
る
「
集
団
健

診
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

①
個
別
健
診

　6
月
1
日（
水
）か
ら
11
月
30
日（
水
）ま
で

の
間
に
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
医
療
機
関
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
休
診
日
は
、
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す

②
集
団
健
診

　8
月
2
日（
火
）か
ら
10
月
31
日（
月
）ま
で

の
間
に
、
同
封
し
た
日
程
表
を
確
認
し
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
該
当
地
区
で
の
健
診
日
に

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
そ
の
他
の
地
区

の
日
程
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
▼
午
前
中
の
み

（
集
団
健
診
は
午
前
8
時
30
分
か
ら
11
時
で

す
。
番
号
札
は
午
前
8
時
か
ら
配
布
し
ま

す
）

自
己
負
担
金
▼
無
料

（
約
7
，
0
0
0
円
以
上
か
か
る
健
診
を
年

1
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

受
診
時
に
必
要
な
も
の
▼

　①
受
診
す
る
人
の
保
険
証
、
②
健
康
診
査

受
診
票
・
受
診
券
、
③
採
尿
し
た
尿
容
器

（
集
団
健
診
の
み
）

検
査
内
容
▼
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

結
果
通
知
▼

　医
療
機
関
ま
た
は
市
か
ら
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

注
意
事
項
▼

①
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

②
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。

※
重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
、
後
か
ら
受

け
た
健
診
費
用
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す③
市
外
に
転
出
し
た
人
、
国
民
健
康
保
険
資

格
を
喪
失
し
た
人
、
お
よ
び
安
中
市
で
助
成

す
る
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。
受
診
し
た
場
合
、
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

そ
の
他
▼

①
4
月
1
日
以
降
に
安
中
市
国
民
健
康
保

険
・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
た
人
で
、
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人
で
、
事
業
所

な
ど
が
行
う
健
診
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の

健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手

数
で
す
が
、
健
診
結
果
を
□本 

国
保
年
金
課
ま

た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

③
安
中
市
国
民
健
康
保
険
・
群
馬
県
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険
加
入
者

は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

検査内容

1011 2022年5月1日号

health

基本的な健診項目（必須項目）

身体計測

尿検査

血圧

血中脂質検査

肝機能検査

血糖検査

診察
詳細な健診項目（医師が必要とした人のみ）

腎機能検査

貧血検査

心電図検査
眼底検査

・身長
・体重
・腹囲
・BMI
・糖
・蛋白
・収縮期血圧
・拡張期血圧
・中性脂肪
・HDL－コレステロール
・LDL－コレステロール
・AST（GOT）
・ALT（GPT）
・γ－GT（γ－GTP）
・空腹時血糖
・ヘモグロビンA1c

・クレアチニン
・eGFR
・赤血球数
・血色素量
・ヘマトクリット

安中市役所　☎027－382－1111

見本

たんぱく

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

　6
月
か
ら
各
種
検
診（
健
診
）が
順
次
始
ま
り
ま
す
。

　病
気
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
検
査
結
果
の
変
化
を
見
る
こ
と

で
、
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　毎
年
検
診（
健
診
）を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　「
各
種
検
診
受
診
シ
ー
ル
」（
オ
レ
ン
ジ

色
の
封
筒
）を
5
月
下
旬
に
、
対
象
者
全
員

に
郵
送
し
ま
す
。
検
診
受
診
時
と
大
腸
容
器

配
布
時
に
は
受
診
シ
ー
ル
を
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
診
シ
ー
ル
に
同
封

の
案
内
を
確
認
し
、
希
望
の
検
診
に
つ
い

て
、
個
別
検
診（
市
内
指
定
医
療
機
関
で
の

検
診
）、
も
し
く
は
集
団
検
診（
各
公
民
館
な

ど
で
の
検
診
）の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

①
個
別
検
診
の
実
施
期
間
は
6
月
1
日（
水
）

〜
令
和
5
年
1
月
31
日（
火
）で
す
。
実
施
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

②
集
団
検
診
に
つ
い
て
は
、
広
報
あ
ん
な
か

7
月
1
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

③
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
、
「
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」
が
同
日
実
施
と
な

り
ま
す
。

　な
お
、
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人

は
、
検
査
項
目
に
胸
部
・
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
検
診
を
受
け
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　今
年
度
よ
り
集
団

検
診
の
乳
が
ん
・
子

宮
が
ん
検
診
は
予
約

制
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
5
月
下
旬
に

郵
送
さ
れ
る
「
各
種

検
診
シ
ー
ル
」（
オ

レ
ン
ジ
色
の
封
筒
）

を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

各
種
検
診（
健
診
）

本

令和4年度各種検診の種類と対象者（年齢は令和5年3月31日時点）

検　診 対象者 自己負担金

胸部（結核）検診
（個別検診のみ実施）

胃内視鏡検診（個別検診のみ実施）
※集団胃がん検診（バリウム）と
の併用はできません

胃がんリスク検診

大腸がん検診
前立腺がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診
骨粗しょう症検診
（個別検診のみ実施）

肝炎ウイルス検診

歯周病検診（個別検診のみ実施）

40歳以上

50歳以上の人で前年度に市の胃内視鏡検
査を受けていない人（市の検診は2年に1回）
※　健康づくり課へ申込みが必要です

40・45・50・55・60・65・70歳で今までに市
の胃がんリスク検診を受けたことがない人

40歳以上
50歳以上の男性

40歳以上の女性で前年度に市の乳がん検診
を受けていない人（市の検診は2年に1回）

20歳以上の女性

40・45・50・55・60・65・70歳の女性

40歳以上で今までに市の肝炎ウイルス検
診を受けたことがない人

40・50・60・70歳の人

※すでに症状がある人や治療中・経過観察中の人は、検診ではなく医療機関を受診してください

1,020円（65歳以上無料）

3,000円

510円（70歳のみ無料）

510円（70歳以上無料）
510円（70歳以上無料）

1,530円（70歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

無料

無料

各
種
検
診（
健
診
）の
ご
案
内

年
に
１
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

　法
律
に
基
づ
き
、
65
歳
以
上
の
人
は
、

結
核
健
康
診
断
を
年
1
回
受
診
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

結
核
は
ま
だ
あ
り
ま
す
！

health

見本

本



　40
歳
以
上
の
安
中

市
国
民
健
康
保
険
加

入
者
と
群
馬
県
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
お
よ
び
生
活
保

護
受
給
者
に
健
康
診

査
受
診
票
・
受
診
券

と
「
健
診
の
日
程
と

受
診
方
法
」
の
チ
ラ

シ
、
尿
容
器
を
同
封

し
た
緑
色
の
封
筒

を
、
5
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

リ
ス
ク
の
高
い
人
な
ど
に
対
し
て
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
支
援（
特
定
保
健
指
導
）な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

受
診
期
間
▼

　健
診
は
、
医
療
機
関
で
受
け
る
「
個
別
健

診
」
ま
た
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
決

め
ら
れ
た
日
時
・
会
場
で
受
け
る
「
集
団
健

診
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

①
個
別
健
診

　6
月
1
日（
水
）か
ら
11
月
30
日（
水
）ま
で

の
間
に
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
医
療
機
関
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
休
診
日
は
、
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す

②
集
団
健
診

　8
月
2
日（
火
）か
ら
10
月
31
日（
月
）ま
で

の
間
に
、
同
封
し
た
日
程
表
を
確
認
し
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
該
当
地
区
で
の
健
診
日
に

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
そ
の
他
の
地
区

の
日
程
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
▼
午
前
中
の
み

（
集
団
健
診
は
午
前
8
時
30
分
か
ら
11
時
で

す
。
番
号
札
は
午
前
8
時
か
ら
配
布
し
ま

す
）

自
己
負
担
金
▼
無
料

（
約
7
，
0
0
0
円
以
上
か
か
る
健
診
を
年

1
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

受
診
時
に
必
要
な
も
の
▼

　①
受
診
す
る
人
の
保
険
証
、
②
健
康
診
査

受
診
票
・
受
診
券
、
③
採
尿
し
た
尿
容
器

（
集
団
健
診
の
み
）

検
査
内
容
▼
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

結
果
通
知
▼

　医
療
機
関
ま
た
は
市
か
ら
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

注
意
事
項
▼

①
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

②
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。

※
重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
、
後
か
ら
受

け
た
健
診
費
用
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す③
市
外
に
転
出
し
た
人
、
国
民
健
康
保
険
資

格
を
喪
失
し
た
人
、
お
よ
び
安
中
市
で
助
成

す
る
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。
受
診
し
た
場
合
、
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

そ
の
他
▼

①
4
月
1
日
以
降
に
安
中
市
国
民
健
康
保

険
・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
た
人
で
、
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人
で
、
事
業
所

な
ど
が
行
う
健
診
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の

健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手

数
で
す
が
、
健
診
結
果
を
□本 

国
保
年
金
課
ま

た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

③
安
中
市
国
民
健
康
保
険
・
群
馬
県
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険
加
入
者

は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

検査内容

1011 2022年5月1日号

health

基本的な健診項目（必須項目）

身体計測

尿検査

血圧

血中脂質検査

肝機能検査

血糖検査

診察
詳細な健診項目（医師が必要とした人のみ）

腎機能検査

貧血検査

心電図検査
眼底検査

・身長
・体重
・腹囲
・BMI
・糖
・蛋白
・収縮期血圧
・拡張期血圧
・中性脂肪
・HDL－コレステロール
・LDL－コレステロール
・AST（GOT）
・ALT（GPT）
・γ－GT（γ－GTP）
・空腹時血糖
・ヘモグロビンA1c

・クレアチニン
・eGFR
・赤血球数
・血色素量
・ヘマトクリット

安中市役所　☎027－382－1111

見本

たんぱく

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

　6
月
か
ら
各
種
検
診（
健
診
）が
順
次
始
ま
り
ま
す
。

　病
気
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
検
査
結
果
の
変
化
を
見
る
こ
と

で
、
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　毎
年
検
診（
健
診
）を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　「
各
種
検
診
受
診
シ
ー
ル
」（
オ
レ
ン
ジ

色
の
封
筒
）を
5
月
下
旬
に
、
対
象
者
全
員

に
郵
送
し
ま
す
。
検
診
受
診
時
と
大
腸
容
器

配
布
時
に
は
受
診
シ
ー
ル
を
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
診
シ
ー
ル
に
同
封

の
案
内
を
確
認
し
、
希
望
の
検
診
に
つ
い

て
、
個
別
検
診（
市
内
指
定
医
療
機
関
で
の

検
診
）、
も
し
く
は
集
団
検
診（
各
公
民
館
な

ど
で
の
検
診
）の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

①
個
別
検
診
の
実
施
期
間
は
6
月
1
日（
水
）

〜
令
和
5
年
1
月
31
日（
火
）で
す
。
実
施
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

②
集
団
検
診
に
つ
い
て
は
、
広
報
あ
ん
な
か

7
月
1
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

③
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
、
「
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」
が
同
日
実
施
と
な

り
ま
す
。

　な
お
、
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人

は
、
検
査
項
目
に
胸
部
・
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
検
診
を
受
け
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　今
年
度
よ
り
集
団

検
診
の
乳
が
ん
・
子

宮
が
ん
検
診
は
予
約

制
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
5
月
下
旬
に

郵
送
さ
れ
る
「
各
種

検
診
シ
ー
ル
」（
オ

レ
ン
ジ
色
の
封
筒
）

を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

各
種
検
診（
健
診
）

本

令和4年度各種検診の種類と対象者（年齢は令和5年3月31日時点）

検　診 対象者 自己負担金

胸部（結核）検診
（個別検診のみ実施）

胃内視鏡検診（個別検診のみ実施）
※集団胃がん検診（バリウム）と
の併用はできません

胃がんリスク検診

大腸がん検診
前立腺がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診
骨粗しょう症検診
（個別検診のみ実施）

肝炎ウイルス検診

歯周病検診（個別検診のみ実施）

40歳以上

50歳以上の人で前年度に市の胃内視鏡検
査を受けていない人（市の検診は2年に1回）
※　健康づくり課へ申込みが必要です

40・45・50・55・60・65・70歳で今までに市
の胃がんリスク検診を受けたことがない人

40歳以上
50歳以上の男性

40歳以上の女性で前年度に市の乳がん検診
を受けていない人（市の検診は2年に1回）

20歳以上の女性

40・45・50・55・60・65・70歳の女性

40歳以上で今までに市の肝炎ウイルス検
診を受けたことがない人

40・50・60・70歳の人

※すでに症状がある人や治療中・経過観察中の人は、検診ではなく医療機関を受診してください

1,020円（65歳以上無料）

3,000円

510円（70歳のみ無料）

510円（70歳以上無料）
510円（70歳以上無料）

1,530円（70歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

無料

無料

各
種
検
診（
健
診
）の
ご
案
内

年
に
１
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

　法
律
に
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上
の
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は
、
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核
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断
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年
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診
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務

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

結
核
は
ま
だ
あ
り
ま
す
！
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Zoom UpZoom Up

秋間梅林ライトアップ
　2月下旬～3月にかけ、主に週末の午後6～
8時の間、秋間梅林のライトアップを行いま
した。例年より満開になる時期が遅れまし
たが、ライトアップされた梅の花は昼間と
は違う表情を見せ、訪れた人を楽しませて
いました。

地域おこし協力隊 活動報告会
　安中市地域おこし協力隊の4人から、活動
開始からの約半年間で学んだことや苦労し
たことなどの報告がありました。また、新
年度に挑戦したいことや3年間の任期終了後
の目標について語りました。

ウクライナ人道危機救援金
　ウクライナを支援するため募金箱を設置
しました。□本 総合案内、福祉課窓口のほか、
□松 住民福祉課窓口、安中市文化センター、
松井田文化会館で受け付けています（5月31
日（火）まで）。
〇日本赤十字社「ウクライナ人道危機救援金」

3
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日

3
28

月

日

3
17

月

日

3
29

月

日

企業版ふるさと納税感謝状贈呈式
　ファームランド株式会社から、企業版ふ
るさと納税の寄附をいただき、感謝状贈呈
式を行いました。寄附金は、碓氷製糸経営
基盤強化事業や松義台地土地改良区運営事
業などに活用させていただきます。

犯罪被害者等を支援します
　市と安中警察署は、犯罪被害者等の権利
利益の保護を図るため、4月1日施行の安中
市犯罪被害者等支援条例に基づく犯罪被害
者等への支援について、連携し協力を図る
ための協定を締結しました。

食糧支援を更にスムーズに
　市および安中市社会福祉協議会と日本郵
便株式会社は、企業や住民からの食品の寄
附受入れを協力して実施するための協定を
締結しました。4月1日から、市内4か所の郵
便局（板鼻局、安中岩井局、安中東横野局、
松井田局）にフードポストを設置しています。
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日
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Zoom UpZoom Up

秋間梅林ライトアップ
　2月下旬～3月にかけ、主に週末の午後6～
8時の間、秋間梅林のライトアップを行いま
した。例年より満開になる時期が遅れまし
たが、ライトアップされた梅の花は昼間と
は違う表情を見せ、訪れた人を楽しませて
いました。

地域おこし協力隊 活動報告会
　安中市地域おこし協力隊の4人から、活動
開始からの約半年間で学んだことや苦労し
たことなどの報告がありました。また、新
年度に挑戦したいことや3年間の任期終了後
の目標について語りました。

ウクライナ人道危機救援金
　ウクライナを支援するため募金箱を設置
しました。□本 総合案内、福祉課窓口のほか、
□松 住民福祉課窓口、安中市文化センター、
松井田文化会館で受け付けています（5月31
日（火）まで）。
〇日本赤十字社「ウクライナ人道危機救援金」
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日

3
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月

日

3
29
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日

企業版ふるさと納税感謝状贈呈式
　ファームランド株式会社から、企業版ふ
るさと納税の寄附をいただき、感謝状贈呈
式を行いました。寄附金は、碓氷製糸経営
基盤強化事業や松義台地土地改良区運営事
業などに活用させていただきます。

犯罪被害者等を支援します
　市と安中警察署は、犯罪被害者等の権利
利益の保護を図るため、4月1日施行の安中
市犯罪被害者等支援条例に基づく犯罪被害
者等への支援について、連携し協力を図る
ための協定を締結しました。

食糧支援を更にスムーズに
　市および安中市社会福祉協議会と日本郵
便株式会社は、企業や住民からの食品の寄
附受入れを協力して実施するための協定を
締結しました。4月1日から、市内4か所の郵
便局（板鼻局、安中岩井局、安中東横野局、
松井田局）にフードポストを設置しています。
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生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.184

〇第一中学校
「頑張れよ」　心の癒やし　友の声　　　　岩﨑　　櫂
笑顔咲く　助け合いの輪を　広げよう　　坂本　太陽
SOS　出せる勇気　助ける勇気　　　　　平尾　紗彩
助けを求めりゃ　何かが変わる　　　　　多胡　隼人
〇第二中学校
かける言葉で人は変わる
　　　　　　　優しい言葉をかけよう！　大槻　篤弘
さ（S）ぁみんなで　だ（D）れもが幸せな　
　　　　　 　人（G）生を　過（s）ごそう　河原田広汰
認め合う　いろんな人の　あたりまえ　　片貝　星那
つらいとき　心の支えは　あなたの言葉　樫野　碧寿
その一言で　あの子が笑顔に　変わるかも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須賀　千陽

〇松井田東中学校
つみとろう　笑顔の花を　枯らすもの　　　櫻澤　琉人
私とあなたの「ふつう」はちがう
　　　お互いの「ふつう」をみとめあおう　森田　晏理
大丈夫？　その一言が　救いの手　　　　　神戸　達貴
無情にも　人の言葉で傷つき
　　　　　　　　　　人の言葉で癒される　佐竹　柚香
〇松井田南中学校
おもいやり　それは大事な　おまじない　　大須賀華音
一人一人が　思いやりの花を　咲かせよう　佐藤　七海
あなたから　さし出してみよう　救いの手　佐藤　萌愛
ありがとう　その一言で　笑顔咲く　　　　萩原　愛凪
〇松井田北中学校
考える　人の気持ちを　大切に　　　　　　海老佳典
尊重し　生かし合おう　それぞれの個性　　武井　春菜
踏み出そう　あなたの一歩が　誰かを救う　萩原　加奈
みんなが笑えば　笑顔の芽は花となる　　　黛　　佑弥
「ありがとう」　その言葉は
　　　　　　　　　　　人と人との接着剤　丸山　愛未

令和3年度人権作品集「おもいやり」標語　中学3年生

家庭教育カウンセリング講座

○新型コロナウイルス感染症の影響により、中止または変更となる可能
性があります。
○筆記用具などをご用意ください。
募集人数▶12人（申込先着順）　　　　参加料▶無料
募集期間▶5月6日（金）～20日（金）　 　主催▶安中市教育委員会
申込み・問合せ▶□松 生涯学習課社会教育係まで電話またはFAXで名前と
電話番号をお知らせください。

（☎内線2242　FAX：386－6191）

　市教育委員会では、カウンセリングの技法や理論とともに、より良い人間関係を築くための心を学び、家庭教
育にいかしてもらうために、家庭教育カウンセリング講座を次のとおり開講します。

講義①家庭教育と
カウンセリング

講義②
子どもの理解
講義③
子どもの問題行動
講義④
子どもと家族の関係
講義⑤カウンセリン
グの基礎技術
実習①ロールプレイ
実習②ロールプレイ

～家庭教育にカウンセリングマインドをいかそう～
講師：田中　茂（元 安中総合学園高等学校長）

～子どもの発達と心理～
講師：森田　房枝（安中市カウンセリング研究会）
～問題行動について～
講師：大崎　広行（武蔵野大学　教授）
～相談にみる家族関係～
講師：鬼形　榮一（元 市立東横野小学校長）
～カウンセリングの進め方と技術～
講師：高橋　洋子（安中市カウンセリング研究会）
～カウンセリングの実践的練習～
小グループに分かれての実習

6月9日（木）

6月16日（木）

6月23日（木）

6月30日（木）

7月7日（木）
7月8日（金）

会場講義・実習 講座内容・講師 実施日時

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　2
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　視
聴
覚
室 

ほ
か

受
付
：
午
前
9
時
45
分
〜

講
義
・
実
習
：
午
前
10
時
〜
正
午

6月3日（金）
受付：午後1時15分～
講義・実習：午後1時30分
　　　　　　　～3時30分

▲令和元年度の様子

おしごと通信 Vol.30
あんなかの

「広報紙」の掲載基準が変わります
同一内容の掲載は
原則年1回限り

安中市で行っている取組や事業を紹介
します。

　4月からの松井田地区の小中学校
の統合により、各小中学校で閉校式
が行われ、在校生や保護者の皆さん
などが学び舎との別れを惜しみまし
た。
　松井田東中学校、松井田南中学校
は松井田中学校として、松井田小学
校、臼井小学校、九十九小学校は松
井田小学校として、新たにスタート
しました。

　毎月1日と15日（1月を除く）に発行してい
る広報紙に掲載するための基準が変わりま
したので、お知らせします。
掲載できる団体
①：社会福祉協議会、商工会などの営利を

目的としていない公益的な団体
②：市内を活動拠点とし、社会貢献やス

ポーツ、芸術、その他文化の振興に寄
与するために活動している団体

限られたスペースを有効活
用し、バラエティ豊富な紙
面構成

松井田地区の小中学校で閉校式が行われました

掲載依頼は
担当部署を経由 外

部
団
体

担
当
部
署

広
報
担
当

掲載したい内容と最も関係のある部署
を経由し、掲載の根拠を明確化（右図）

掲載希望の
2か月前までに依頼

様式に記入し、
掲載依頼

掲載内容など
を共有

掲載内容の
確認依頼

市ホームページに
詳細を掲載
リアルタイムに情報を更新
できる市ホームページに詳
細を掲載し、最新情報を届
ける

問合せ▶　情報戦略課広報コミュニケーション係（☎内線1022）本

▲松井田小学校（3月25日） ▲臼井小学校（3月25日） ▲九十九小学校（3月25日）

▲松井田東中学校（3月24日） ▲松井田南中学校（3月26日）

や
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生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.184

〇第一中学校
「頑張れよ」　心の癒やし　友の声　　　　岩﨑　　櫂
笑顔咲く　助け合いの輪を　広げよう　　坂本　太陽
SOS　出せる勇気　助ける勇気　　　　　平尾　紗彩
助けを求めりゃ　何かが変わる　　　　　多胡　隼人
〇第二中学校
かける言葉で人は変わる
　　　　　　　優しい言葉をかけよう！　大槻　篤弘
さ（S）ぁみんなで　だ（D）れもが幸せな　
　　　　　 　人（G）生を　過（s）ごそう　河原田広汰
認め合う　いろんな人の　あたりまえ　　片貝　星那
つらいとき　心の支えは　あなたの言葉　樫野　碧寿
その一言で　あの子が笑顔に　変わるかも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須賀　千陽

〇松井田東中学校
つみとろう　笑顔の花を　枯らすもの　　　櫻澤　琉人
私とあなたの「ふつう」はちがう
　　　お互いの「ふつう」をみとめあおう　森田　晏理
大丈夫？　その一言が　救いの手　　　　　神戸　達貴
無情にも　人の言葉で傷つき
　　　　　　　　　　人の言葉で癒される　佐竹　柚香
〇松井田南中学校
おもいやり　それは大事な　おまじない　　大須賀華音
一人一人が　思いやりの花を　咲かせよう　佐藤　七海
あなたから　さし出してみよう　救いの手　佐藤　萌愛
ありがとう　その一言で　笑顔咲く　　　　萩原　愛凪
〇松井田北中学校
考える　人の気持ちを　大切に　　　　　　海老佳典
尊重し　生かし合おう　それぞれの個性　　武井　春菜
踏み出そう　あなたの一歩が　誰かを救う　萩原　加奈
みんなが笑えば　笑顔の芽は花となる　　　黛　　佑弥
「ありがとう」　その言葉は
　　　　　　　　　　　人と人との接着剤　丸山　愛未

令和3年度人権作品集「おもいやり」標語　中学3年生

家庭教育カウンセリング講座

○新型コロナウイルス感染症の影響により、中止または変更となる可能
性があります。
○筆記用具などをご用意ください。
募集人数▶12人（申込先着順）　　　　参加料▶無料
募集期間▶5月6日（金）～20日（金）　 　主催▶安中市教育委員会
申込み・問合せ▶□松 生涯学習課社会教育係まで電話またはFAXで名前と
電話番号をお知らせください。

（☎内線2242　FAX：386－6191）

　市教育委員会では、カウンセリングの技法や理論とともに、より良い人間関係を築くための心を学び、家庭教
育にいかしてもらうために、家庭教育カウンセリング講座を次のとおり開講します。

講義①家庭教育と
カウンセリング

講義②
子どもの理解
講義③
子どもの問題行動
講義④
子どもと家族の関係
講義⑤カウンセリン
グの基礎技術
実習①ロールプレイ
実習②ロールプレイ

～家庭教育にカウンセリングマインドをいかそう～
講師：田中　茂（元 安中総合学園高等学校長）

～子どもの発達と心理～
講師：森田　房枝（安中市カウンセリング研究会）
～問題行動について～
講師：大崎　広行（武蔵野大学　教授）
～相談にみる家族関係～
講師：鬼形　榮一（元 市立東横野小学校長）
～カウンセリングの進め方と技術～
講師：高橋　洋子（安中市カウンセリング研究会）
～カウンセリングの実践的練習～
小グループに分かれての実習

6月9日（木）

6月16日（木）

6月23日（木）

6月30日（木）

7月7日（木）
7月8日（金）

会場講義・実習 講座内容・講師 実施日時

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　2
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　視
聴
覚
室 

ほ
か

受
付
：
午
前
9
時
45
分
〜

講
義
・
実
習
：
午
前
10
時
〜
正
午

6月3日（金）
受付：午後1時15分～
講義・実習：午後1時30分
　　　　　　　～3時30分

▲令和元年度の様子

おしごと通信 Vol.30
あんなかの

「広報紙」の掲載基準が変わります
同一内容の掲載は
原則年1回限り

安中市で行っている取組や事業を紹介
します。

　4月からの松井田地区の小中学校
の統合により、各小中学校で閉校式
が行われ、在校生や保護者の皆さん
などが学び舎との別れを惜しみまし
た。
　松井田東中学校、松井田南中学校
は松井田中学校として、松井田小学
校、臼井小学校、九十九小学校は松
井田小学校として、新たにスタート
しました。

　毎月1日と15日（1月を除く）に発行してい
る広報紙に掲載するための基準が変わりま
したので、お知らせします。
掲載できる団体
①：社会福祉協議会、商工会などの営利を

目的としていない公益的な団体
②：市内を活動拠点とし、社会貢献やス

ポーツ、芸術、その他文化の振興に寄
与するために活動している団体

限られたスペースを有効活
用し、バラエティ豊富な紙
面構成

松井田地区の小中学校で閉校式が行われました

掲載依頼は
担当部署を経由 外

部
団
体

担
当
部
署

広
報
担
当

掲載したい内容と最も関係のある部署
を経由し、掲載の根拠を明確化（右図）

掲載希望の
2か月前までに依頼

様式に記入し、
掲載依頼

掲載内容など
を共有

掲載内容の
確認依頼

市ホームページに
詳細を掲載
リアルタイムに情報を更新
できる市ホームページに詳
細を掲載し、最新情報を届
ける

問合せ▶　情報戦略課広報コミュニケーション係（☎内線1022）本

▲松井田小学校（3月25日） ▲臼井小学校（3月25日） ▲九十九小学校（3月25日）

▲松井田東中学校（3月24日） ▲松井田南中学校（3月26日）

や



安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

☆
一
般
に
流
通
し
て
い
る
価
格
よ
り
極
端
に
値
引
き
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
偽
通
販
サ
イ
ト
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

☆
偽
通
販
サ
イ
ト
の
外
見
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
商
品
の
画
像
を
盗
用
す
る

な
ど
し
て
、
一
見
す
る
と
公
式
通
信
販
売
サ
イ
ト
の
よ
う
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
本

物
だ
と
は
思
い
込
ま
ず
、
公
式
通
販
サ
イ
ト
の
U
R
L
で
あ
る
か
、
サ

イ
ト
内
に
あ
る
販
売
業
者
の
名
称
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
を
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

☆
支
払
い
方
法
が
個
人
名
義
の
銀
行
口
座
へ
の
振
り
込
み
の
み
、
他
の
決

済
方
法
が
あ
る
か
の
よ
う
に
表
示
し
て
お
き
な
が
ら
、
代
金
引
換
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
し
か
選
択
で
き
な
い
と
い
っ
た
よ
う
に
支
払
方

法
に
不
自
然
な
点
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
偽
サ
イ
ト
で
は
な
い
か
疑
い

ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
事
例
】

　
掃
除
機
が
欲
し
く
て
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

た
ら
有
名
家
電
メ
ー
カ
ー
の
も
の
と
思
わ
れ

る
販
売
サ
イ
ト
の
広
告
が
表
示
さ
れ
、
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
は
「
全
品
50
％
オ
フ
」
と
あ
っ

た
の
で
、
注
文
し
て
支
払
い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
払
い
に
し
た
。
し
か
し
、
注
文
し
て

か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
て
も
商
品
は
届
か
ず
、

確
認
の
た
め
、
販
売
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

よ
う
と
し
た
が
、
消
え
て
し
ま
っ
て
見
つ
け

ら
れ
な
い
。

偽
の
通
信
販
売
サ
イ
ト
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
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男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第134回

　
私
が
建
設
会
社
へ
転

職
し
た
翌
年（
平
成
26

年
）、
国
土
交
通
省
と

建
設
業
5
団
体
共
同

で
、
「
も
っ
と
女
性
が

活
躍
で
き
る
建
設
業
行

動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
官
民
一
体
と
な
り
、

様
々
な
女
性
活
躍
へ
の
取
組
み
が
実
施
さ
れ
る

中
、
企
業
ご
と
に
そ
の
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
時

代
と
な
っ
た
。

　
遡
る
こ
と
10
年
前
、
私
が
働
い
て
い
た
企
業
で

は
、
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
企
業
１
０
０
選
」

で
推
進
事
業
表
彰
を
得
た
。
こ
う
し
た
環
境
は
も

と
よ
り
、
年
齢
・
性
別
・
人
種
な
ど
関
係
な
し
に

「
あ
な
た
は
ど
う
し
た
い
」
と
い
う
自
己
決
定
を

求
め
ら
れ
、
個
人
が
尊
重
さ
れ
る
職
場
で
育
っ
た

私
は
、
新
た
な
職
場
で
「
個
の
尊
重
」
さ
れ
る
風

土
つ
く
り
を
心
掛
け
た
。

　
零
細
企
業
で
は
、
よ
く
社
長
の
ワ
ン
マ
ン
体
制

が
強
い
と
聞
く
が
、
当
社
も
そ
れ
に
近
か
っ
た
。

業
務
に
お
い
て
は
、
忌
憚
の
な
い
意
見
が
飛
び
交

う
が
、
ひ
と
た
び
就
業
条
件
と
な
る
と
、
本
音
を

社
長
に
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
小
さ

な
組
織
で
成
果
を
求
め
る
時
に
は
、
ト
ッ
プ
の
強

い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
必
要
で
、
そ
れ
ま
で
の
環

境
を
変
え
る
た
め
に
は
、
社
長
と
従
業
員
を
つ
な

ぐ
人
材
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
担
当
者
を
設

置
し
、
介
在
さ
せ
る
こ
と
で
、
手
始
め
に
少
な
す

ぎ
た
休
日
を
増
や
し
た
。

　
ま
た
、
他
社
の
実
践
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
も

自
社
の
実
態
に
応
じ
た
取
組
み
を
実
施
し
た
。
当

時
、
女
性
技
術
者
・
作
業
員
数
が
ゼ
ロ
と
い
う
状

況
で
、
男
女
問
わ
ず
働
き
や
す
い
会
社
を
目
指
す

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
「
女
性
の
積
極
的
採
用
」

を
推
進
し
た
。
平
成
26
年
か
ら
5
年
間
で
女
性
の

応
募
が
4
件
、
う
ち
技
術
者
1
名
、
作
業
員
2
名

を
採
用
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
を

控
え
る
男
性
従
業
員
が
4
名
お
り
、
「
次
世
代
育

成
支
援
」
に
取
り
組
ん
だ
。
就
業
規
則
の
整
備
や

会
社
に
よ
る
勧
奨
を
行
い
、
育
児
休
暇
取
得
率
１

０
０
％
を
達
成
し
た
。
こ
う
し
た
先
導
的
な
取
組

み
が
実
り
、
「
群
馬
県
い
き
い
き
G
カ
ン
パ
ニ
ー

（
ゴ
ー
ル
ド
認
証
）※
」
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
昨
今
、
一
人
一
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
社
会
の
た

め
に
、
男
女
共
同
参
画
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
も
女
性
活
躍
も
W
L
B（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
）も
必
要
だ
と
、
頭
を
悩
ま
せ
る
方

も
多
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
施
策
も
共
通
し

て
大
切
な
こ
と
は
、
自
社
の
実
態
を
見
つ
め
直

し
、
各
々
の
会
社
に
適
合
し
た
取
組
み
を
地
道
に

推
進
す
る
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

※
「
群
馬
県
い
き
い
き
G
カ
ン
パ
ニ
ー
」
認
証
制

度
は
、
育
児
・
介
護
と
仕
事
の
両
立
、
職
場
に
お

け
る
女
性
の
活
躍
推
進
、
従
業
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
等
に
取
組
む
事
業
所
を

群
馬
県
が
認
証
す
る
制
度
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
認
証
と

ゴ
ー
ル
ド
認
証
が
あ
り
、
市
内
で
は
6
事
業
者
が

ゴ
ー
ル
ド
認
証
を
受
け
て
い
る
。

変
化
す
る
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
は

－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

　株
式
会
社
萩
原
工
業
取
締
役

萩
原
　将
也№190

令和3年度
文化財愛護ポスター

優秀賞
松井田東中学校（2年）
中澤　春陽さん

（学校名、学年は当時のものです）

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館  午前9時～午後5時（入館・ミュージアムショップは午後4時30分まで）
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 027－382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp
　　　 【5月の休館日】5/6（金）、5/10（火）～5/13（金）、5/17（火）、5/24（火）、5/31（火）

万
葉
集
と
安
中

　
現
在
開
催
中
の
企
画
展
「
文
学
・
芸
術
の
中

の
安
中
」
で
取
り
上
げ
て
い
る
、
安
中
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
万
葉
集
」
は
奈
良
時
代
ま
で
の
約
4
，
５

０
０
首
の
歌
を
集
め
た
日
本
最
古
の
歌
集
で

す
。
原
文
は
一
見
漢
文
の
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
漢
字
の
意
味
は
関
係
な
く
「
音
」
だ
け
を

仮
名
の
発
音
に
あ
て
は
め
た
「
万
葉
仮
名
」
で

書
か
れ
て
お
り
、
天
皇
や
貴
族
、
兵
士
、
農
民

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
の
人
々
が
詠
ん
だ
作
品

を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　
安
中
市
の
地
名
が
登
場
す
る
歌
は
「
東
歌
」

と
、
九
州
に
派
遣
さ
れ
た
兵
士（
防
人
）が
作
っ

た
「
防
人
等
歌
」
に
確
認
で
き
ま
す
。

　
当
時
は
都（
奈
良
）か
ら
上
野（
群
馬
）を
経
て

東
北
へ
抜
け
る
幹
線
道
路
の
「
東
山
道
」
が
あ

り
、
碓
氷
峠
は
そ
の
道
筋
に
位
置
し
て
い
ま
し

た
。
二
首
と
も
別
れ
の
歌
で
碓
氷
峠（
当
時
の

所
在
地
は
諸
説
あ
る
）を
旅
立
ち
に
関
わ
る
場

所
と
し
て
歌
っ
て
い
ま
す
。
今
の
よ
う
に
気
軽

に
移
動
で
き
な
か
っ
た
時
代
、
峠
を
越
え
て
の

別
れ
は
永
遠
の
別
離
に
な
り
得
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
歌
か
ら
は
、
別
れ
を
惜
し
む
気
持
ち
が
想

像
で
き
ま
す
。

春
季
企
画
展
「
文
学
・
芸
術
の
中
の
安
中
」

展
示
期
間
　
7
月
4
日（
月
）ま
で

展
示
場
所
　ふ
る
さ
と
学
習
館

　
　
　
　
　市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
観
覧
無
料
）

5
月
3
日（
火
・
祝
）は
開
館
し
て
い
ま
す

　
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

活
躍
し
た
落
語
家
の
三
遊
亭

円
朝
が
安
中
を
舞
台
と
し
て

創
作
し
た
長
編
作
品
「
後
開

榛
名
梅
香
」
を
わ
か
り
や
す

く
編
集
し
、
そ
の
序
盤
を
連

載
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

創
作
の
際
、
円
朝
は
自
ら
の

足
で
安
中
を
訪
れ
、
作
中
に

実
際
の
地
名
や
リ
ア
ル
な
景

色
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
そ

の
綿
密
な
描
写
は
、
多
く
の

人
々
に
登
場
人
物
が
実
在
す

る
と
思
い
込
ま
せ
る
ほ
ど
で

し
た
。
原
文
は
国
立
国
会
図

書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
か
た
は
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
従
の
出
会
い
⑴

　
時
は
文
化
・
文
政
、
上
州

安
中
に
草
三
郎
と
い
う
ま
ん

じ
ゅ
う
屋
が
お
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
孝
行
者
で
心
優
し

い
草
三
郎
が
恩
人
の
た
め
に

盗
み
を
働
き
、
そ
の
因
果
で

悪
党
と
し
て
果
て
行
く
と
い

う
、
波
乱
に
満
ち
た
人
生
の

お
話
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
息
に
は
語
れ
ぬ
長
物
語

で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
ま
ず

は
恩
人
と
な
る
恒
川
半
三
郎

と
草
三
郎
、
二
人
の
出
会
い

を
お
目
に
か
け
た
く
存
じ
ま

す
。

　
常
陸
土
屋
藩
士
恒
川
半
六

の
嫡
男
恒
川
半
三
郎
は
、
剣

術
の
師
木
曾
川
成
瀬
に
請
わ

れ
て
信
州
岩
田
村
を
訪
れ
て

い
た
。
病
床
に
あ
っ
た
成
瀬

は
柳
生
流
の
奥
義
の
伝
書
を

恒
川
に
託
す
と
、
急
変
し
て

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

　
葬
儀
の
の
ち
、
恒
川
は
江

戸
屋
敷
へ
戻
る
た
め
、
従
者

の
藤
蔵
を
連
れ
て
信
州
を

発
っ
た
。
途
中
立
ち
寄
っ
た

茶
屋
で
休
ん
で
い
る
と
、
十

五
、
六
の
い
か
に
も
貧
乏
ら

し
い
小
僧
が
近
寄
っ
て
き
た
。

「
旦
那
さ
ま
、
ど
う
か
ま
ん

じ
ゅ
う
を
買
っ
て
く
だ
さ
い
。

父
が
病
を
患
い
、
わ
た
く
し

が
稼
い
だ
お
金
で
な
ん
と
か

暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
お
慈
悲
と
思
っ
て
お
買
い

な
す
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
」

「
藤
蔵
、
買
っ
て
や
ろ
う
で

は
な
い
か
」

　
そ
う
言
わ
れ
た
も
の
の
こ

ん
な
も
の
を
主
人
に
食
わ
せ

ら
れ
ぬ
と
藤
蔵
が
ま
ご
つ
い

て
い
る
と
、
茶
屋
の
店
主
が

飛
び
出
し
て
き
た
。（
つ
づ
く
）

後開榛名梅香 連載 第1回
おくれざきはるなのうめがか 作：三遊亭円朝（1839～1900）　編集：学習の森

※学習の森で紹介のために編集したもので、原文とは異なります

　今
回
の
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
は
、
女
性
の
積
極
登
用
を
は
じ
め
、
次
世
代
育
成
支
援
に
取
組
む
企
業
、
株
式

会
社
萩
原
工
業
の
萩
原
将
也
さ
ん
で
す
。あ

ず
ま
う
た

と
う
さ
ん
ど
う

さ
き
も
り

さ
き
も
り
と
う
う
た

「
東
歌
」

比
能
具
禮
　
　
宇
須
比
之
夜
麻
乎
　
古
由
流
日
波
　
勢
奈
能
我
素
　
母
　
佐
夜

布
良
思
都

　
訳
　
日
暮
れ
時
に
碓
氷
の
山
を
越
え
た
日
に
は
夫
が
袖
を
は
っ
き
り
ふ
る
の
も
見
え
た
。

「
防
人
等
歌
」

比
奈
久
母
理
　
宇
須
比
乃
佐
可
乎
　
古
延
志
太

　
伊
毛
賀
古
比
之
久
　
和
須
良
延
奴
加
母

　
訳
　
薄
曇
り
の
日
に
碓
氷
の
坂
を
越
え
た
と
き
出
が
け
に
妻
が
辛
が
っ
て
い
た
の
が
忘
れ
ら
れ

　
　
　
な
い
。

个小

个小

个小

仁
引仆

ひ

の

く

れ

に

ひ

な

く

も

り

う

す

ひ

の

や

ま

を

う

す

ひ

の

さ

か

を

こ

ゆ

る

ひ

は

こ

え

し

だ

に

せ

な

の

が

そ

で

も

い

も

が

こ

ひ

し

く

さ

や

に

ふ

ら

し

つ

わ

す

ら

え

ぬ

か

も

さ
ん
ゆ
う
て
い

ひ
た
ち

と
う
ぞ
う

や
ぎ
ゅ
う
り
ゅ
う き

そ
が
わ
な
る
せ

ち
ゃ
く
な
ん

は
る
な
の
う
め
が
か

お
く
れ
ざ
き

え
ん
ち
ょ
う

そ
う
さ
ぶ
ろ
う

つ
ね
か
わ
は
ん
さ
ぶ
ろ
う

50％OFF



安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

☆
一
般
に
流
通
し
て
い
る
価
格
よ
り
極
端
に
値
引
き
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
偽
通
販
サ
イ
ト
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

☆
偽
通
販
サ
イ
ト
の
外
見
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
商
品
の
画
像
を
盗
用
す
る

な
ど
し
て
、
一
見
す
る
と
公
式
通
信
販
売
サ
イ
ト
の
よ
う
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
本

物
だ
と
は
思
い
込
ま
ず
、
公
式
通
販
サ
イ
ト
の
U
R
L
で
あ
る
か
、
サ

イ
ト
内
に
あ
る
販
売
業
者
の
名
称
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
を
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

☆
支
払
い
方
法
が
個
人
名
義
の
銀
行
口
座
へ
の
振
り
込
み
の
み
、
他
の
決

済
方
法
が
あ
る
か
の
よ
う
に
表
示
し
て
お
き
な
が
ら
、
代
金
引
換
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
し
か
選
択
で
き
な
い
と
い
っ
た
よ
う
に
支
払
方

法
に
不
自
然
な
点
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
偽
サ
イ
ト
で
は
な
い
か
疑
い

ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
事
例
】

　
掃
除
機
が
欲
し
く
て
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

た
ら
有
名
家
電
メ
ー
カ
ー
の
も
の
と
思
わ
れ

る
販
売
サ
イ
ト
の
広
告
が
表
示
さ
れ
、
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
は
「
全
品
50
％
オ
フ
」
と
あ
っ

た
の
で
、
注
文
し
て
支
払
い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
払
い
に
し
た
。
し
か
し
、
注
文
し
て

か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
て
も
商
品
は
届
か
ず
、

確
認
の
た
め
、
販
売
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

よ
う
と
し
た
が
、
消
え
て
し
ま
っ
て
見
つ
け

ら
れ
な
い
。

偽
の
通
信
販
売
サ
イ
ト
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

1617 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス 2022年5月1日号安中市役所　☎027－382－1111

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第134回

　
私
が
建
設
会
社
へ
転

職
し
た
翌
年（
平
成
26

年
）、
国
土
交
通
省
と

建
設
業
5
団
体
共
同

で
、
「
も
っ
と
女
性
が

活
躍
で
き
る
建
設
業
行

動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
官
民
一
体
と
な
り
、

様
々
な
女
性
活
躍
へ
の
取
組
み
が
実
施
さ
れ
る

中
、
企
業
ご
と
に
そ
の
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
時

代
と
な
っ
た
。

　
遡
る
こ
と
10
年
前
、
私
が
働
い
て
い
た
企
業
で

は
、
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
企
業
１
０
０
選
」

で
推
進
事
業
表
彰
を
得
た
。
こ
う
し
た
環
境
は
も

と
よ
り
、
年
齢
・
性
別
・
人
種
な
ど
関
係
な
し
に

「
あ
な
た
は
ど
う
し
た
い
」
と
い
う
自
己
決
定
を

求
め
ら
れ
、
個
人
が
尊
重
さ
れ
る
職
場
で
育
っ
た

私
は
、
新
た
な
職
場
で
「
個
の
尊
重
」
さ
れ
る
風

土
つ
く
り
を
心
掛
け
た
。

　
零
細
企
業
で
は
、
よ
く
社
長
の
ワ
ン
マ
ン
体
制

が
強
い
と
聞
く
が
、
当
社
も
そ
れ
に
近
か
っ
た
。

業
務
に
お
い
て
は
、
忌
憚
の
な
い
意
見
が
飛
び
交

う
が
、
ひ
と
た
び
就
業
条
件
と
な
る
と
、
本
音
を

社
長
に
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
小
さ

な
組
織
で
成
果
を
求
め
る
時
に
は
、
ト
ッ
プ
の
強

い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
必
要
で
、
そ
れ
ま
で
の
環

境
を
変
え
る
た
め
に
は
、
社
長
と
従
業
員
を
つ
な

ぐ
人
材
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
担
当
者
を
設

置
し
、
介
在
さ
せ
る
こ
と
で
、
手
始
め
に
少
な
す

ぎ
た
休
日
を
増
や
し
た
。

　
ま
た
、
他
社
の
実
践
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
も

自
社
の
実
態
に
応
じ
た
取
組
み
を
実
施
し
た
。
当

時
、
女
性
技
術
者
・
作
業
員
数
が
ゼ
ロ
と
い
う
状

況
で
、
男
女
問
わ
ず
働
き
や
す
い
会
社
を
目
指
す

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
「
女
性
の
積
極
的
採
用
」

を
推
進
し
た
。
平
成
26
年
か
ら
5
年
間
で
女
性
の

応
募
が
4
件
、
う
ち
技
術
者
1
名
、
作
業
員
2
名

を
採
用
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
を

控
え
る
男
性
従
業
員
が
4
名
お
り
、
「
次
世
代
育

成
支
援
」
に
取
り
組
ん
だ
。
就
業
規
則
の
整
備
や

会
社
に
よ
る
勧
奨
を
行
い
、
育
児
休
暇
取
得
率
１

０
０
％
を
達
成
し
た
。
こ
う
し
た
先
導
的
な
取
組

み
が
実
り
、
「
群
馬
県
い
き
い
き
G
カ
ン
パ
ニ
ー

（
ゴ
ー
ル
ド
認
証
）※
」
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
昨
今
、
一
人
一
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
社
会
の
た

め
に
、
男
女
共
同
参
画
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
も
女
性
活
躍
も
W
L
B（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
）も
必
要
だ
と
、
頭
を
悩
ま
せ
る
方

も
多
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
施
策
も
共
通
し

て
大
切
な
こ
と
は
、
自
社
の
実
態
を
見
つ
め
直

し
、
各
々
の
会
社
に
適
合
し
た
取
組
み
を
地
道
に

推
進
す
る
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

※
「
群
馬
県
い
き
い
き
G
カ
ン
パ
ニ
ー
」
認
証
制

度
は
、
育
児
・
介
護
と
仕
事
の
両
立
、
職
場
に
お

け
る
女
性
の
活
躍
推
進
、
従
業
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
等
に
取
組
む
事
業
所
を

群
馬
県
が
認
証
す
る
制
度
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
認
証
と

ゴ
ー
ル
ド
認
証
が
あ
り
、
市
内
で
は
6
事
業
者
が

ゴ
ー
ル
ド
認
証
を
受
け
て
い
る
。

変
化
す
る
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
は

－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

　株
式
会
社
萩
原
工
業
取
締
役

萩
原
　将
也№190

令和3年度
文化財愛護ポスター

優秀賞
松井田東中学校（2年）
中澤　春陽さん

（学校名、学年は当時のものです）

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館  午前9時～午後5時（入館・ミュージアムショップは午後4時30分まで）
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 027－382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp
　　　 【5月の休館日】5/6（金）、5/10（火）～5/13（金）、5/17（火）、5/24（火）、5/31（火）

万
葉
集
と
安
中

　
現
在
開
催
中
の
企
画
展
「
文
学
・
芸
術
の
中

の
安
中
」
で
取
り
上
げ
て
い
る
、
安
中
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
万
葉
集
」
は
奈
良
時
代
ま
で
の
約
4
，
５

０
０
首
の
歌
を
集
め
た
日
本
最
古
の
歌
集
で

す
。
原
文
は
一
見
漢
文
の
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
漢
字
の
意
味
は
関
係
な
く
「
音
」
だ
け
を

仮
名
の
発
音
に
あ
て
は
め
た
「
万
葉
仮
名
」
で

書
か
れ
て
お
り
、
天
皇
や
貴
族
、
兵
士
、
農
民

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
の
人
々
が
詠
ん
だ
作
品

を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　
安
中
市
の
地
名
が
登
場
す
る
歌
は
「
東
歌
」

と
、
九
州
に
派
遣
さ
れ
た
兵
士（
防
人
）が
作
っ

た
「
防
人
等
歌
」
に
確
認
で
き
ま
す
。

　
当
時
は
都（
奈
良
）か
ら
上
野（
群
馬
）を
経
て

東
北
へ
抜
け
る
幹
線
道
路
の
「
東
山
道
」
が
あ

り
、
碓
氷
峠
は
そ
の
道
筋
に
位
置
し
て
い
ま
し

た
。
二
首
と
も
別
れ
の
歌
で
碓
氷
峠（
当
時
の

所
在
地
は
諸
説
あ
る
）を
旅
立
ち
に
関
わ
る
場

所
と
し
て
歌
っ
て
い
ま
す
。
今
の
よ
う
に
気
軽

に
移
動
で
き
な
か
っ
た
時
代
、
峠
を
越
え
て
の

別
れ
は
永
遠
の
別
離
に
な
り
得
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
歌
か
ら
は
、
別
れ
を
惜
し
む
気
持
ち
が
想

像
で
き
ま
す
。

春
季
企
画
展
「
文
学
・
芸
術
の
中
の
安
中
」

展
示
期
間
　
7
月
4
日（
月
）ま
で

展
示
場
所
　ふ
る
さ
と
学
習
館

　
　
　
　
　市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
観
覧
無
料
）

5
月
3
日（
火
・
祝
）は
開
館
し
て
い
ま
す

　
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

活
躍
し
た
落
語
家
の
三
遊
亭

円
朝
が
安
中
を
舞
台
と
し
て

創
作
し
た
長
編
作
品
「
後
開

榛
名
梅
香
」
を
わ
か
り
や
す

く
編
集
し
、
そ
の
序
盤
を
連

載
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

創
作
の
際
、
円
朝
は
自
ら
の

足
で
安
中
を
訪
れ
、
作
中
に

実
際
の
地
名
や
リ
ア
ル
な
景

色
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
そ

の
綿
密
な
描
写
は
、
多
く
の

人
々
に
登
場
人
物
が
実
在
す

る
と
思
い
込
ま
せ
る
ほ
ど
で

し
た
。
原
文
は
国
立
国
会
図

書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
か
た
は
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
従
の
出
会
い
⑴

　
時
は
文
化
・
文
政
、
上
州

安
中
に
草
三
郎
と
い
う
ま
ん

じ
ゅ
う
屋
が
お
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
孝
行
者
で
心
優
し

い
草
三
郎
が
恩
人
の
た
め
に

盗
み
を
働
き
、
そ
の
因
果
で

悪
党
と
し
て
果
て
行
く
と
い

う
、
波
乱
に
満
ち
た
人
生
の

お
話
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
息
に
は
語
れ
ぬ
長
物
語

で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
ま
ず

は
恩
人
と
な
る
恒
川
半
三
郎

と
草
三
郎
、
二
人
の
出
会
い

を
お
目
に
か
け
た
く
存
じ
ま

す
。

　
常
陸
土
屋
藩
士
恒
川
半
六

の
嫡
男
恒
川
半
三
郎
は
、
剣

術
の
師
木
曾
川
成
瀬
に
請
わ

れ
て
信
州
岩
田
村
を
訪
れ
て

い
た
。
病
床
に
あ
っ
た
成
瀬

は
柳
生
流
の
奥
義
の
伝
書
を

恒
川
に
託
す
と
、
急
変
し
て

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

　
葬
儀
の
の
ち
、
恒
川
は
江

戸
屋
敷
へ
戻
る
た
め
、
従
者

の
藤
蔵
を
連
れ
て
信
州
を

発
っ
た
。
途
中
立
ち
寄
っ
た

茶
屋
で
休
ん
で
い
る
と
、
十

五
、
六
の
い
か
に
も
貧
乏
ら

し
い
小
僧
が
近
寄
っ
て
き
た
。

「
旦
那
さ
ま
、
ど
う
か
ま
ん

じ
ゅ
う
を
買
っ
て
く
だ
さ
い
。

父
が
病
を
患
い
、
わ
た
く
し

が
稼
い
だ
お
金
で
な
ん
と
か

暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
お
慈
悲
と
思
っ
て
お
買
い

な
す
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
」

「
藤
蔵
、
買
っ
て
や
ろ
う
で

は
な
い
か
」

　
そ
う
言
わ
れ
た
も
の
の
こ

ん
な
も
の
を
主
人
に
食
わ
せ

ら
れ
ぬ
と
藤
蔵
が
ま
ご
つ
い

て
い
る
と
、
茶
屋
の
店
主
が

飛
び
出
し
て
き
た
。（
つ
づ
く
）

後開榛名梅香 連載 第1回
おくれざきはるなのうめがか 作：三遊亭円朝（1839～1900）　編集：学習の森

※学習の森で紹介のために編集したもので、原文とは異なります

　今
回
の
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
は
、
女
性
の
積
極
登
用
を
は
じ
め
、
次
世
代
育
成
支
援
に
取
組
む
企
業
、
株
式

会
社
萩
原
工
業
の
萩
原
将
也
さ
ん
で
す
。あ

ず
ま
う
た

と
う
さ
ん
ど
う

さ
き
も
り

さ
き
も
り
と
う
う
た

「
東
歌
」

比
能
具
禮
　
　
宇
須
比
之
夜
麻
乎
　
古
由
流
日
波
　
勢
奈
能
我
素
　
母
　
佐
夜

布
良
思
都

　
訳
　
日
暮
れ
時
に
碓
氷
の
山
を
越
え
た
日
に
は
夫
が
袖
を
は
っ
き
り
ふ
る
の
も
見
え
た
。

「
防
人
等
歌
」

比
奈
久
母
理
　
宇
須
比
乃
佐
可
乎
　
古
延
志
太

　
伊
毛
賀
古
比
之
久
　
和
須
良
延
奴
加
母

　
訳
　
薄
曇
り
の
日
に
碓
氷
の
坂
を
越
え
た
と
き
出
が
け
に
妻
が
辛
が
っ
て
い
た
の
が
忘
れ
ら
れ

　
　
　
な
い
。

个小

个小

个小

仁
引仆

ひ

の

く

れ

に

ひ

な

く

も

り

う

す

ひ

の

や

ま

を

う

す

ひ

の

さ

か

を

こ

ゆ

る

ひ

は

こ

え

し

だ

に

せ

な

の

が

そ

で

も

い

も

が

こ

ひ

し

く

さ

や

に

ふ

ら

し

つ

わ

す

ら

え

ぬ

か

も

さ
ん
ゆ
う
て
い

ひ
た
ち

と
う
ぞ
う

や
ぎ
ゅ
う
り
ゅ
う き

そ
が
わ
な
る
せ

ち
ゃ
く
な
ん

は
る
な
の
う
め
が
か

お
く
れ
ざ
き

え
ん
ち
ょ
う

そ
う
さ
ぶ
ろ
う

つ
ね
か
わ
は
ん
さ
ぶ
ろ
う

50％OFF
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1
0
0
歳

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
関
口
と
り
子
さ
ん
が
、
1
0
0
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）・

自
動
車
税（
種
別
割
）の

納
期
限
は
5
月
31
日
で
す

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）と
自
動
車
税（
種

別
割
）は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在（
注
）で
登

録
さ
れ
て
い
る
車
両
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
5
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知

書
に
よ
り
、
納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。

　
初
年
度
検
査
年
月
が
平
成
21
年
3
月
以
前

の
車
両
は
重
課
と
な
り
税
額
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
税
額
が
上
が
っ
て
い
る
人
は
車
検
証

の
「
初
年
度
検
査
年
月
」
の
欄
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

（
注
）4
月
1
日
現
在
と
は
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）は
1
日
午
後
5
時
15
分
を
、
自
動

車
税（
種
別
割
）は
1
日
午
前
0
時
を
指
し
ま

す
。

納
期
限
▼
5
月
31
日（
火
）

納
税
場
所
▼

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）・
自
動
車
税（
種

別
割
）そ
れ
ぞ
れ
の
納
税
通
知
書
の
裏
面
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼

　
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
場
合
、
5
月

31
日（
火
）が
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
預
金
残

高
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
申

し
込
む
場
合
は
、
令
和
5
年
度
の
納
税
か
ら

の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）を
口
座
振
替
で
納
め

る
人
へ

　
口
座
振
替
で
納
税
し
た
人
に
は
、
6
月
中

旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
郵
送
し
ま

す
。

　
6
月
上
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
申

請
す
る
人
は
、
納
税
の
確
認
が
必
要
に
な
る

た
め
、
申
請
の
際
に
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

の
引
き
落
し
額
を
記
帳
し
た
「
通
帳
」
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
確
認
で
き
な
い
場
合
は
金

融
機
関
に
照
会
し
て
か
ら
発
行
し
ま
す
。
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
で
納
め
る
人
へ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
納

税
し
た
人
に
は
、
納
期
内
納
付
し
た
場
合
に

の
み
6
月
中
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を

郵
送
し
ま
す（
5
月
31
日（
火
）納
期
限
分
に

限
る
）。

　
6
月
上
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）が
必

要
な
場
合
は
、
5
月
に
送
付
す
る
納
税
証
明

書（
車
検
用
）付
き
の
納
税
通
知
書
に
よ
り
現

金
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
6
月
中
旬
発
送
の
納
税
証
明
書（
車
検
用
）

は
、
車
検
の
必
要
の
な
い
車
両
に
つ
い
て
は

郵
送
し
て
い
ま
せ
ん

問
合
せ
▼

○
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係
　

（
☎
内
線
1
0
6
3
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
2
1
2
2
）

○
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

2
6
3

－

4
3
4
3
）

高
崎
行
政
県
税
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

6
2
9
7
）

身
体
障
害
者
な
ど
に
対
す
る

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

　
　
　
　
　減
免
に
つ
い
て

　身
体
障
害
者
手
帳
等（
注
）を
4
月
1
日
時

点
で
お
持
ち
で
、
障
害
の
程
度
、
自
動
車
の

所
有
者
・
運
転
者
な
ど
が
一
定
の
条
件
を
満

た
す
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）が
減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
注
）身
体
障
害
者
手
帳
等
と
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳

（
「
A
」
判
定
）ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳（
「
1
級
」
判
定
か
つ
「
自
立
支
援

医
療
受
給
者
証
」
）を
い
い
ま
す
。

申
請
期
限
▼
5
月
31
日（
火
）

手
続
時
に
必
要
な
も
の
▼

○
減
免
申
請
書（
お
持
ち
の
人
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
等（
精
神
障
害
の
人
は

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
も
必
要
に
な
り
ま

す
）

○
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

○
対
象
車
両
の
車
検
証

○
納
税
通
知
書

○
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
も
し
く
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
減
免
を
受
け
ら
れ
る
車
両
は
1
人
の
障
害

者
に
つ
き
1
台
限
り
で
す

※
自
動
車
税（
種
別
割
）（
普
通
自
動
車
）の
減

免
を
受
け
て
い
る
人
は
軽
自
動
車
税（
種
別

割
）の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
動
車

税（
種
別
割
）（
普
通
自
動
車
）に
つ
い
て
は
群

馬
県
自
動
車
税
事
務
所（
☎
0
2
7

－

２
６

３

－

4
3
4
3
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
請
場
所
お
よ
び
問
合
せ
▼

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係

（
☎
内
線
1
0
6
3
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
2
1
2
2
）

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る

　パ
ネ
ル
展
示
の
お
し
ら
せ

　警
察
お
よ
び
公
益

社
団
法
人
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
す
て
っ

ぷ
ぐ
ん
ま（
犯
罪
被

害
者
等
早
期
援
助
団
体
と
し
て
群
馬
県
公
安

委
員
会
の
指
定
を
受
け
た
県
内
唯
一
の
被
害

者
支
援
団
体
）と
連
携
し
、
犯
罪
被
害
者
等

支
援
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
犯
罪
被
害
を
受
け
た
人

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
犯
罪
被
害
者
等
へ

の
支
援
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
程
▼

5
月
16
日（
月
）〜
18
日（
水
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

会
場
▼
□松 

1
階
ホ
ー
ル

展
示
内
容
▼

犯
罪
被
害
者
等
支
援
制
度
な
ど
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布
、
D
V
D
放
映

な
ど

※
展
示
会
中
は
犯
罪
被
害
に
携
わ
る
警
察

官
、
す
て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま
職
員
に
よ
る
個
別
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す

※
警
察
が
行
う
犯
罪
被
害

者
等
支
援
に
つ
い
て
は
、

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

※
4
月
1
日
か
ら
「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
支

援
内
容
な
ど
に
関
し
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い問
合
せ
▼

□本 

市
民
課
市
民
相
談
室

（
☎
内
線
1
2
0
8
）

　「広報あんなか」に子ど
もの写真とコメントを掲載
してみませんか。詳しい内
容は、市ホームページをご
覧ください。

あんなか
スマイルキッズ！

岡田　波流 ちゃん
おかだ は　る

は
る
く
ん
1
才
お
め
で
と
う
。

毎
日
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
。大
好
き
！ 有阪　龍莉 ちゃん

ありさか りゅうり

何
で
も
や
り
た
が
り
の
り
ゅ
う
く
ん
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
育
っ
て
ね
。

INFORMATION市民

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
289
70

359

男 
238
60

298

女    
21,748
6,205

27,953

男    
21,226
5,931

27,157
合　計 55,767人  世帯数 24,775 （令和4年3月末日現在）

関口 とり子 さん
（中野谷）

▲群馬県警察
ホームページ※首相官邸ホームページの情報を加工して作成

▲4月7日（木）に後閑小学校で入学式が行われ、後閑在住の
清水辰吉さんから、新入生5人へ苗木が贈呈されました。
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1
0
0
歳

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
関
口
と
り
子
さ
ん
が
、
1
0
0
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）・

自
動
車
税（
種
別
割
）の

納
期
限
は
5
月
31
日
で
す

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）と
自
動
車
税（
種

別
割
）は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在（
注
）で
登

録
さ
れ
て
い
る
車
両
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
5
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知

書
に
よ
り
、
納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。

　
初
年
度
検
査
年
月
が
平
成
21
年
3
月
以
前

の
車
両
は
重
課
と
な
り
税
額
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
税
額
が
上
が
っ
て
い
る
人
は
車
検
証

の
「
初
年
度
検
査
年
月
」
の
欄
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

（
注
）4
月
1
日
現
在
と
は
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）は
1
日
午
後
5
時
15
分
を
、
自
動

車
税（
種
別
割
）は
1
日
午
前
0
時
を
指
し
ま

す
。

納
期
限
▼
5
月
31
日（
火
）

納
税
場
所
▼

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）・
自
動
車
税（
種

別
割
）そ
れ
ぞ
れ
の
納
税
通
知
書
の
裏
面
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼

　
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
場
合
、
5
月

31
日（
火
）が
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
預
金
残

高
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
申

し
込
む
場
合
は
、
令
和
5
年
度
の
納
税
か
ら

の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）を
口
座
振
替
で
納
め

る
人
へ

　
口
座
振
替
で
納
税
し
た
人
に
は
、
6
月
中

旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
郵
送
し
ま

す
。

　
6
月
上
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
申

請
す
る
人
は
、
納
税
の
確
認
が
必
要
に
な
る

た
め
、
申
請
の
際
に
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

の
引
き
落
し
額
を
記
帳
し
た
「
通
帳
」
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
確
認
で
き
な
い
場
合
は
金

融
機
関
に
照
会
し
て
か
ら
発
行
し
ま
す
。
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
で
納
め
る
人
へ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
納

税
し
た
人
に
は
、
納
期
内
納
付
し
た
場
合
に

の
み
6
月
中
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を

郵
送
し
ま
す（
5
月
31
日（
火
）納
期
限
分
に

限
る
）。

　
6
月
上
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）が
必

要
な
場
合
は
、
5
月
に
送
付
す
る
納
税
証
明

書（
車
検
用
）付
き
の
納
税
通
知
書
に
よ
り
現

金
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
6
月
中
旬
発
送
の
納
税
証
明
書（
車
検
用
）

は
、
車
検
の
必
要
の
な
い
車
両
に
つ
い
て
は

郵
送
し
て
い
ま
せ
ん

問
合
せ
▼

○
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係
　

（
☎
内
線
1
0
6
3
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
2
1
2
2
）

○
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

2
6
3

－
4
3
4
3
）

高
崎
行
政
県
税
事
務
所

（
☎
0
2
7

－
3
2
2

－

6
2
9
7
）

身
体
障
害
者
な
ど
に
対
す
る

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

　
　
　
　
　減
免
に
つ
い
て

　身
体
障
害
者
手
帳
等（
注
）を
4
月
1
日
時

点
で
お
持
ち
で
、
障
害
の
程
度
、
自
動
車
の

所
有
者
・
運
転
者
な
ど
が
一
定
の
条
件
を
満

た
す
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）が
減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
注
）身
体
障
害
者
手
帳
等
と
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳

（
「
A
」
判
定
）ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳（
「
1
級
」
判
定
か
つ
「
自
立
支
援

医
療
受
給
者
証
」
）を
い
い
ま
す
。

申
請
期
限
▼
5
月
31
日（
火
）

手
続
時
に
必
要
な
も
の
▼

○
減
免
申
請
書（
お
持
ち
の
人
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
等（
精
神
障
害
の
人
は

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
も
必
要
に
な
り
ま

す
）

○
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

○
対
象
車
両
の
車
検
証

○
納
税
通
知
書

○
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
も
し
く
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
減
免
を
受
け
ら
れ
る
車
両
は
1
人
の
障
害

者
に
つ
き
1
台
限
り
で
す

※
自
動
車
税（
種
別
割
）（
普
通
自
動
車
）の
減

免
を
受
け
て
い
る
人
は
軽
自
動
車
税（
種
別

割
）の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
動
車

税（
種
別
割
）（
普
通
自
動
車
）に
つ
い
て
は
群

馬
県
自
動
車
税
事
務
所（
☎
0
2
7

－

２
６

３
－

4
3
4
3
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
請
場
所
お
よ
び
問
合
せ
▼

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係

（
☎
内
線
1
0
6
3
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
2
1
2
2
）

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る

　パ
ネ
ル
展
示
の
お
し
ら
せ

　警
察
お
よ
び
公
益

社
団
法
人
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
す
て
っ

ぷ
ぐ
ん
ま（
犯
罪
被

害
者
等
早
期
援
助
団
体
と
し
て
群
馬
県
公
安

委
員
会
の
指
定
を
受
け
た
県
内
唯
一
の
被
害

者
支
援
団
体
）と
連
携
し
、
犯
罪
被
害
者
等

支
援
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
犯
罪
被
害
を
受
け
た
人

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
犯
罪
被
害
者
等
へ

の
支
援
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
程
▼

5
月
16
日（
月
）〜
18
日（
水
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

会
場
▼
□松 

1
階
ホ
ー
ル

展
示
内
容
▼

犯
罪
被
害
者
等
支
援
制
度
な
ど
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布
、
D
V
D
放
映

な
ど

※
展
示
会
中
は
犯
罪
被
害
に
携
わ
る
警
察

官
、
す
て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま
職
員
に
よ
る
個
別
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す

※
警
察
が
行
う
犯
罪
被
害

者
等
支
援
に
つ
い
て
は
、

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

※
4
月
1
日
か
ら
「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
支

援
内
容
な
ど
に
関
し
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い問
合
せ
▼

□本 

市
民
課
市
民
相
談
室

（
☎
内
線
1
2
0
8
）

　「広報あんなか」に子ど
もの写真とコメントを掲載
してみませんか。詳しい内
容は、市ホームページをご
覧ください。

あんなか
スマイルキッズ！ は

る
く
ん
1
才
お
め
で
と
う
。

毎
日
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
。大
好
き
！

何
で
も
や
り
た
が
り
の
り
ゅ
う
く
ん
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
育
っ
て
ね
。

INFORMATION市民

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
289
70

359

男 
238
60

298

女    
21,748
6,205

27,953

男    
21,226
5,931

27,157
合　計 55,767人  世帯数 24,775 （令和4年3月末日現在）

関口 とり子 さん
（中野谷）

▲群馬県警察
ホームページ※首相官邸ホームページの情報を加工して作成

▲4月7日（木）に後閑小学校で入学式が行われ、後閑在住の
清水辰吉さんから、新入生5人へ苗木が贈呈されました。
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約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
安
中
市
東
横
野
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
秋
間
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　（議
案 
第
45
〜
50
号
）

○
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
3
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）

○
令
和
3
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

○
令
和
3
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

○
令
和
3
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
3
号
）

○
令
和
3
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
1
号
）

○
令
和
3
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
1
号
）

○
令
和
4
年
度
安
中
市
一
般
会
計
予
算

○
令
和
4
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

令
和
4
年
第
1
回（
2
月
）

　
　
　安
中
市
議
会
定
例
会

　2
月
25
日（
金
）か
ら
3
月
22
日（
火
）ま
で

に
か
け
て
26
日
間
の
日
程
で
令
和
4
年
第
1

回
安
中
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案

を
市
長
が
提
出
し
ま
し
た
。

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
お
け
る
認
定

農
業
者
及
び
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
の

数
を
委
員
定
数
の
4
分
の
1
以
上
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　（議
案 

第
5
〜
21
号
）

○
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
安
中
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

○
安
中
市
景
観
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
安
中
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

○
安
中
市
印
鑑
条
例
及
び
安
中
市
火
入
れ
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
安
中
市
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に

関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
福
利
厚
生
施
設
建
設
基
金
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て

○
群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
規
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会
計
予
算

○
令
和
4
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

○
令
和
4
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

○
令
和
4
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
予
算

○
令
和
4
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
会
計
予

算
○
令
和
4
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
予
算

○
令
和
4
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

会
計
予
算

令
和
4
年
度
制
度
融
資
案
内

　市
が
市
内
金
融
機
関
と
連
携
し
て
実
施
し

て
い
る
融
資
制
度
に
つ
い
て
、
ご
案
内
し
ま

す
。

○
小
口
資
金
、
特
別
小
口
資
金

　市
内
で
同
一
事
業
を
1
年
以
上
営
ん
で
い

る
中
小
企
業
者
に
対
し
、
運
転
資
金
や
設
備

資
金
を
融
資
。

　融
資
限
度
額
は
1
，
2
5
0
万
円
で
、
融

資
利
率
は
年
利
1
・
6
％
。
設
備
資
金
に
つ

い
て
は
3
年
間
の
利
子
補
給
が
あ
り
ま
す
。

○
中
小
企
業
短
期
資
金

　市
内
の
中
小
企
業
者
を
対
象
に
、
ボ
ー
ナ

ス
な
ど
の
支
払
い
時
に
必
要
な
資
金
を
融

資
。　融

資
限
度
額
は
3
0
0
万
円
で
、
融
資
利

率
は
年
利
1
・
8
％
。

○
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金

　市
内
に
1
年
以
上
居
住
、
ま
た
は
同
一
事

業
所
に
1
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
者
が
、
市

内
に
専
用
住
宅
を
取
得
す
る
場
合
な
ど
に
必

要
な
資
金
を
融
資
。

　融
資
限
度
額
は
5
0
0
万
円
で
、
融
資
利

率
は
年
利
2
・
7
％
。

○
勤
労
者
生
活
資
金

　市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所

に
1
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
者
で
、
生
活
関

連
費
用（
医
療
費
、
冠
婚
葬
祭
費
な
ど
）が
必

要
な
場
合
に
そ
の
資
金
を
融
資
。

　融
資
限
度
額
は
2
0
0
万
円
で
、
融
資
利

率
は
年
利
2
・
4
％
。
取
り
扱
い
は
、
中
央

労
働
金
庫
安
中
支
店
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
内
金
融

機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除

く
）、
□松 

観
光
経
済
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
融

資
相
談
は
、
市
内
各
金
融
機
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼

□松 

観
光
経
済
課
商
工
労
働
係

（
☎
内
線
2
6
2
1
）

2
0
2
2
連
合
群
馬

　ふれ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
西
部

　各
種
団
体
・
企
業
お
よ
び
労
働
組
合
と
の

労
使
協
力
に
よ
り
地
域
住
民
に
「
ふ
れ
あ
い

の
場
」
を
提
供
し
、
地
域
性
や
独
自
性
を
発

揮
す
る
中
で
、
地
域
活
性
化
の
一
助
と
な
り

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

5
月
28
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所
▼
も
み
じ
平
総
合
公
園（
富
岡
市
黒
岩
）

内
容
▼

①
モ
バ
イ
ル
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　会
場
内
の
目
標
物（
2
次
元
コ
ー
ド
を
予

定
）を
モ
バ
イ
ル
機
器
で
読
み
込
む
と
ク
イ

ズ
が
出
題
さ
れ
ま
す
。
ク
イ
ズ
は
メ
ー
デ
ー

や
労
働
組
合
に
関
す
る
設
問
で
あ
り
、
正
解

数
の
多
い
人
か
ら
抽
選
で
賞
品
を
後
日
郵
送

し
ま
す
。

②
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　会
場
内
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
回
収
B
O
X

を
設
置
し
ま
す
。
集
ま
っ
た
食
料
品
は
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
寄
附
し
ま
す
。

③
「
連
合
群
馬
」
紹
介
ブ
ー
ス

　パ
ネ
ル
展
示
の
ほ
か
、
折
り
鶴
作
製
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

④
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　S
N
S
を
活
用
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
賞
品
を
授
与

し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
、
モ

バ
イ
ル
機
器
に
よ
る
参
加
者
全
員
の
当
日
の

健
康
状
態
の
申
告
が
必
要
で
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影

響
に
よ
り
中
止
や
開
催
方
法
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
連
合

群
馬
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼

連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会

（
☎
0
2
7
4

－

6
4

－

0
5
5
7
）

地域おこし協力隊
活動報告Vol.40

　秋間梅林で活動している原田篤志です。
　協力隊の活動のひとつとして、広報活動があります。
安中市のこと、秋間梅林のことをより多くの人に知って
もらえるよう心がけています。TwitterやInstagramなど
のSNSを活用して、普段の活動をはじめ、梅シロップや
梅ジャム作りなどの体験プログラムのほか、さまざまな
情報を発信しています。また、イベント情報などを各メ
ディアへ提供したり、取材対応も行っています。
　一人でも多くの人に、梅の開花時期だけではなく、一
年中秋間梅林に来てもらえるよう、また、秋間の梅を味
わってもらえるように、今後も積極的に情報発信を行っ
ていきます。地
元である秋間地
区をはじめ、安
中市の魅力をた
く さ ん の 人 に
知って楽しんで
もらえたら嬉し
いです。

▲公式SNS

　市
役
所
□本
、
□松
、
各
地
区
の
公
民

館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
皆
さ
ん

の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
「
市
民
の

声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス
ト
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ

と
や
ご
意
見
な
ど

を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　
　お
待
ち
し
て
い
ま
す
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約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
安
中
市
東
横
野
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
秋
間
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　（議
案 

第
45
〜
50
号
）

○
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
3
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）

○
令
和
3
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

○
令
和
3
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

○
令
和
3
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
3
号
）

○
令
和
3
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
1
号
）

○
令
和
3
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
1
号
）

○
令
和
4
年
度
安
中
市
一
般
会
計
予
算

○
令
和
4
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

令
和
4
年
第
1
回（
2
月
）

　
　
　安
中
市
議
会
定
例
会

　2
月
25
日（
金
）か
ら
3
月
22
日（
火
）ま
で

に
か
け
て
26
日
間
の
日
程
で
令
和
4
年
第
1

回
安
中
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案

を
市
長
が
提
出
し
ま
し
た
。

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
お
け
る
認
定

農
業
者
及
び
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
の

数
を
委
員
定
数
の
4
分
の
1
以
上
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　（議
案 

第
5
〜
21
号
）

○
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
安
中
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

○
安
中
市
景
観
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
安
中
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

○
安
中
市
印
鑑
条
例
及
び
安
中
市
火
入
れ
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
安
中
市
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に

関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
福
利
厚
生
施
設
建
設
基
金
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て

○
群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
規
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会
計
予
算

○
令
和
4
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

○
令
和
4
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

○
令
和
4
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
予
算

○
令
和
4
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
会
計
予

算
○
令
和
4
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
予
算

○
令
和
4
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

会
計
予
算

令
和
4
年
度
制
度
融
資
案
内

　市
が
市
内
金
融
機
関
と
連
携
し
て
実
施
し

て
い
る
融
資
制
度
に
つ
い
て
、
ご
案
内
し
ま

す
。

○
小
口
資
金
、
特
別
小
口
資
金

　市
内
で
同
一
事
業
を
1
年
以
上
営
ん
で
い

る
中
小
企
業
者
に
対
し
、
運
転
資
金
や
設
備

資
金
を
融
資
。

　融
資
限
度
額
は
1
，
2
5
0
万
円
で
、
融

資
利
率
は
年
利
1
・
6
％
。
設
備
資
金
に
つ

い
て
は
3
年
間
の
利
子
補
給
が
あ
り
ま
す
。

○
中
小
企
業
短
期
資
金

　市
内
の
中
小
企
業
者
を
対
象
に
、
ボ
ー
ナ

ス
な
ど
の
支
払
い
時
に
必
要
な
資
金
を
融

資
。　融

資
限
度
額
は
3
0
0
万
円
で
、
融
資
利

率
は
年
利
1
・
8
％
。

○
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金

　市
内
に
1
年
以
上
居
住
、
ま
た
は
同
一
事

業
所
に
1
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
者
が
、
市

内
に
専
用
住
宅
を
取
得
す
る
場
合
な
ど
に
必

要
な
資
金
を
融
資
。

　融
資
限
度
額
は
5
0
0
万
円
で
、
融
資
利

率
は
年
利
2
・
7
％
。

○
勤
労
者
生
活
資
金

　市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所

に
1
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
者
で
、
生
活
関

連
費
用（
医
療
費
、
冠
婚
葬
祭
費
な
ど
）が
必

要
な
場
合
に
そ
の
資
金
を
融
資
。

　融
資
限
度
額
は
2
0
0
万
円
で
、
融
資
利

率
は
年
利
2
・
4
％
。
取
り
扱
い
は
、
中
央

労
働
金
庫
安
中
支
店
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
内
金
融

機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除

く
）、
□松 

観
光
経
済
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
融

資
相
談
は
、
市
内
各
金
融
機
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼

□松 

観
光
経
済
課
商
工
労
働
係

（
☎
内
線
2
6
2
1
）

2
0
2
2
連
合
群
馬

　ふれ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
西
部

　各
種
団
体
・
企
業
お
よ
び
労
働
組
合
と
の

労
使
協
力
に
よ
り
地
域
住
民
に
「
ふ
れ
あ
い

の
場
」
を
提
供
し
、
地
域
性
や
独
自
性
を
発

揮
す
る
中
で
、
地
域
活
性
化
の
一
助
と
な
り

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

5
月
28
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所
▼
も
み
じ
平
総
合
公
園（
富
岡
市
黒
岩
）

内
容
▼

①
モ
バ
イ
ル
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　会
場
内
の
目
標
物（
2
次
元
コ
ー
ド
を
予

定
）を
モ
バ
イ
ル
機
器
で
読
み
込
む
と
ク
イ

ズ
が
出
題
さ
れ
ま
す
。
ク
イ
ズ
は
メ
ー
デ
ー

や
労
働
組
合
に
関
す
る
設
問
で
あ
り
、
正
解

数
の
多
い
人
か
ら
抽
選
で
賞
品
を
後
日
郵
送

し
ま
す
。

②
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　会
場
内
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
回
収
B
O
X

を
設
置
し
ま
す
。
集
ま
っ
た
食
料
品
は
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
寄
附
し
ま
す
。

③
「
連
合
群
馬
」
紹
介
ブ
ー
ス

　パ
ネ
ル
展
示
の
ほ
か
、
折
り
鶴
作
製
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

④
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　S
N
S
を
活
用
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
賞
品
を
授
与

し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
、
モ

バ
イ
ル
機
器
に
よ
る
参
加
者
全
員
の
当
日
の

健
康
状
態
の
申
告
が
必
要
で
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影

響
に
よ
り
中
止
や
開
催
方
法
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
連
合

群
馬
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼

連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会

（
☎
0
2
7
4

－

6
4

－

0
5
5
7
）

地域おこし協力隊
活動報告Vol.40

　秋間梅林で活動している原田篤志です。
　協力隊の活動のひとつとして、広報活動があります。
安中市のこと、秋間梅林のことをより多くの人に知って
もらえるよう心がけています。TwitterやInstagramなど
のSNSを活用して、普段の活動をはじめ、梅シロップや
梅ジャム作りなどの体験プログラムのほか、さまざまな
情報を発信しています。また、イベント情報などを各メ
ディアへ提供したり、取材対応も行っています。
　一人でも多くの人に、梅の開花時期だけではなく、一
年中秋間梅林に来てもらえるよう、また、秋間の梅を味
わってもらえるように、今後も積極的に情報発信を行っ
ていきます。地
元である秋間地
区をはじめ、安
中市の魅力をた
く さ ん の 人 に
知って楽しんで
もらえたら嬉し
いです。

▲公式SNS

　市
役
所
□本
、
□松
、
各
地
区
の
公
民

館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
皆
さ
ん

の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
「
市
民
の

声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス
ト
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ

と
や
ご
意
見
な
ど

を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　
　お
待
ち
し
て
い
ま
す
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午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
ま
で（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
方
法
▼
申
込
用
紙
に
参
加
費
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
場
所
▼

安
中
市
勤
労
者
会
館（
土
日
を
除
く
）

（
☎
3
8
1

－

2
7
5
1
）

安
中
ジ
ャ
ン
ボ
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

（
☎
3
8
2

－

3
9
7
7
）

太
平
洋
ク
ラ
ブ
高
崎
コ
ー
ス

（
☎
3
8
5

－

5
8
1
1
）

募
集
人
数
▼
1
2
0
人

賞
品
▼
優
勝
、
準
優
勝
、
ほ
か
全
員
に
賞
品

（
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
、
ド
ラ
コ
ン
賞
、
ニ
ア

ピ
ン
賞
な
ど
多
数
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
女
性
全
員
に
鉢
植
え
を
贈
呈
。
プ
レ
ー

終
了
後
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で

賞
品
引
渡
し
）

競
技
方
法
▼

⑴
午
前
中
の
9
ホ
ー
ル
、
ハ
ー
フ
集
計

（
新
ペ
リ
ヤ
方
式
に
よ
る
ハ
ン
デ
ィ
戦
）

⑵
ス
コ
ア
は
、
カ
ー
ト
ナ
ビ
に
入
力
し
て
く

だ
さ
い

※
修
正
が
あ
る
場
合
は
、
昼
食
前
に
マ
ス

タ
ー
室
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い

⑶
オ
ー
ル
6
イ
ン
チ（
O
K
パ
ッ
ト
は
な
し
）

⑷
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
は
、
男
性
が
青
マ
ー
ク

（
70
歳
以
上
白
可
）、
女
性
は
赤
マ
ー
ク

⑸
ド
ラ
コ
ン
ホ
ー
ル
　3
番
お
よ
び
18
番

ニ
ア
ピ
ン
ホ
ー
ル
　6
番
8
番
11
番
16
番

　スマイルパークはオープンから1年が経ちました。遊び
に来てくれる人たちに笑顔になってもらえるように、今
できること、今はまだできないことをスタッフみんなで
考えながら、一歩一歩進んできました。
　2年目のスタートです。パーク内では芝生広場も緑にな
り始め、5月のあたたかい日差しのなか、ボールや三輪車
で遊ぶ子どもたちの柔らかい声が聞こえています。スマ
イルファームでは夏野菜の植え付けも始まりました。た
くさんの楽しい物語をプレゼントできるように、しっか
り準備をしてお待ちしています。
◇イベントスケジュール：予定（運営事務局主催）
・5月22日（日）おもしろ科学教室「1弦ギターを作ろう」
・6月11日（土） 「カードゲームでSDGsを学ぼう」
・毎週金曜日　午前9時～　「ラジオ体操」
・毎月第2、第4土曜日　午前10時～   「竹細工教室」
※各イベントの詳細などについては、

お問い合わせください
※新型コロナウイルス感染症の影響に

より、中止や内容変更となる場合が
あります
問合せ▼
あんなかスマイルパーク

（☎380－2525）

Vol.8通信

▲公式ホームページ
　を開設しました

安
中
市
勤
労
者
協
議
会

　第
28
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　ゴ
ル
フ
大
会

日
時
▼
6
月
8
日（
水
）※
雨
天
決
行

O
U
T
・
I
N
と
も
に
午
前
8
時
35
分
ス

タ
ー
ト

競
技
会
場
▼
太
平
洋
ク
ラ
ブ
高
崎
コ
ー
ス

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者

参
加
費
▼

1
，
0
0
0
円（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
ほ
か
）を

参
加
申
込
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い

※
申
込
者
が
参
加
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理

者
の
参
加
が
可
能
で
す

※
欠
席
の
場
合
、
参
加
費
は
返
還
で
き
ま
せ

んプ
レ
ー
費
▼
6
，
2
8
0
円（
セ
ル
フ
プ

レ
ー
、
食
事
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
付
き
）

プ
レ
ー
代
は
、
当
日
フ
ロ
ン
ト
に
て
各
自
清

算
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
間
▼
5
月
9
日（
月
）〜
22
日（
日
）

認
知
症
に
つ
い
て
話
せ
る

「
あ
ん
な
か
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

　オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
、
認
知
症
に
対
し
て
不
安
が
あ
る
人

た
ち
が
集
ま
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
認
知

症
に
つ
い
て
の
悩
み
を
分
か
ち
合
っ
た
り
、

専
門
職
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
す
る

場
で
す
。

　今
回
は
座
談
会
と
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
▼

5
月
25
日（
水
）午
後
2
時
〜
3
時
30
分

会
場
▼

安
中
市
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー（
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
） 

大
広
間

参
加
費
▼
無
料

対
象
者
▼
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
申
込
み
く
だ
さ
い

※
当
日
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影

響
で
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
1
1
8
9
）

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
　
　
　講
座
の
ご
案
内

○
出
張
緑
化
講
座

　オ
リ
ー
ブ
の
品
種
や
手
入
れ
の
仕
方
、
そ

し
て
果
実
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
教
え

ま
す
。

日
時
▼

5
月
19
日（
木
）午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▼
高
崎
市
中
央
公
民
館
　本
館
1
階
　

視
聴
覚
集
会
室（
高
崎
市
末
広
町
27
）

テ
ー
マ
▼

「
だ
れ
で
も
わ
か
る
家
庭
で
楽
し
む
オ
リ
ー

ブ
の
品
種
と
育
て
方
」

講
師
▼
園
芸
研
究
科
　小
倉
敏
雄 

先
生

参
加
費
▼
無
料

定
員
▼
30
人（
電
話
に
よ
る
先
着
順
）

申
込
期
間
▼

5
月
2
日（
月
）午
前
8
時
30
分
〜

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
毎

週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
10
時
〜
午

後
3
時
ま
で
「
緑
の
相
談
室
」
を
開
設
し
て

い
ま
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影

響
で
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
▼

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
2
7
6

－

8
8

－

7
1
8
8
）

（
☎
0
2
7
6

－

8
9

－

0
7
8
2
）

⑹
ル
ー
ル
は
J
・
G
・
A
規
則
な
ら
び
に

コ
ー
ス
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
お
よ
び
大
会
競

技
規
則
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す

そ
の
他
▼

○
集
合
は
、
各
自
の
ス
タ
ー
ト
30
分
前
ま
で

に
受
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

○
当
日
の
欠
席
は
、
ゴ
ル
フ
場
に
必
ず
ご
連

絡
く
だ
さ
い

○
不
慮
の
事
故
が
生
じ
た
場
合
、
応
急
手
当

は
講
じ
ま
す
が
、
以
後
の
責
め
は
負
い
ま
せ

ん（
た
だ
し
、
ゴ
ル
フ
保
険
は
加
入
し
ま
す
）

○
組
合
せ
表
は
、
5
月
25
日（
水
）以
降
に
申

込
場
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影

響
で
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

健
康
通
信

　毎
月
22
日
は
「
禁
煙
の
日
」
、
そ
し
て
5

月
31
日
は
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
す
。
た
ば

こ
は
吸
う
本
人
だ
け
で
な
く
周
囲
の
人
へ
も

影
響
を
与
え
ま
す
。

　「
三
次
喫
煙
」
と
い
う
こ
と
ば
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
た
ば
こ
を
消
し
た
後
に
残
留
す

る
科
学
物
質
を
吸
入
す
る
こ
と
で
、
「
残
留

受
動
喫
煙
」
と
も
い
い
ま
す
。
喫
煙
者
の
毛

髪
や
衣
類
、
部
屋
や
自
動
車
の
ソ
フ
ァ
な
ど

の
表
面
に
付
着
し
た
成
分
が
原
因
と
な
り
、

そ
れ
が
再
拡
散
す
る
こ
と
で
三
次
喫
煙
が
発

生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
し
た

空
間
で
過
ご
す
時
間
が
長
い
場
合
は
、
そ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
喫
煙
に
よ
る
影
響

は
、
想
像
以
上
に
広
範
囲
に
及
び
ま
す
。

　た
ば
こ
の
害
を
な
く
す
た
め
に
は
、
禁
煙

が
必
要
で
す
。
喫
煙
し
て
い
る
人
は
今
か
ら

禁
煙
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
▼

□本 
健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

　今回は、「はじめまして」の表現を紹介します。
「初めて」という手話と「会う」という手話を順に表
すと「はじめまして」という単語になります。

解説
左腕を曲げた状態で水平にの
ばし、左手甲の辺りに右手を
かぶせるようにのせます。次
に人差し指以外の指を閉じな
がら上に上げます。

解説
両手の人差し指を立てて相向
かいに置き、近づけます。
※人差し指は人を表していま
す。近づけた時に両手の人差
し指がぶつからないように表
現してください

（安中市聴覚障害者協会会長　清水　隆）
　　　　　　　　　動画でご覧になれます▶
問合せ▶□本 福祉課障害福祉係（☎内線1154）

手話コーナー　vol.1

「初めて」

「会う」
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午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
ま
で（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
方
法
▼
申
込
用
紙
に
参
加
費
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
場
所
▼

安
中
市
勤
労
者
会
館（
土
日
を
除
く
）

（
☎
3
8
1

－

2
7
5
1
）

安
中
ジ
ャ
ン
ボ
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

（
☎
3
8
2

－

3
9
7
7
）

太
平
洋
ク
ラ
ブ
高
崎
コ
ー
ス

（
☎
3
8
5

－

5
8
1
1
）

募
集
人
数
▼
1
2
0
人

賞
品
▼
優
勝
、
準
優
勝
、
ほ
か
全
員
に
賞
品

（
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
、
ド
ラ
コ
ン
賞
、
ニ
ア

ピ
ン
賞
な
ど
多
数
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
女
性
全
員
に
鉢
植
え
を
贈
呈
。
プ
レ
ー

終
了
後
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で

賞
品
引
渡
し
）

競
技
方
法
▼

⑴
午
前
中
の
9
ホ
ー
ル
、
ハ
ー
フ
集
計

（
新
ペ
リ
ヤ
方
式
に
よ
る
ハ
ン
デ
ィ
戦
）

⑵
ス
コ
ア
は
、
カ
ー
ト
ナ
ビ
に
入
力
し
て
く

だ
さ
い

※
修
正
が
あ
る
場
合
は
、
昼
食
前
に
マ
ス

タ
ー
室
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い

⑶
オ
ー
ル
6
イ
ン
チ（
O
K
パ
ッ
ト
は
な
し
）

⑷
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
は
、
男
性
が
青
マ
ー
ク

（
70
歳
以
上
白
可
）、
女
性
は
赤
マ
ー
ク

⑸
ド
ラ
コ
ン
ホ
ー
ル
　3
番
お
よ
び
18
番

ニ
ア
ピ
ン
ホ
ー
ル
　6
番
8
番
11
番
16
番

　スマイルパークはオープンから1年が経ちました。遊び
に来てくれる人たちに笑顔になってもらえるように、今
できること、今はまだできないことをスタッフみんなで
考えながら、一歩一歩進んできました。
　2年目のスタートです。パーク内では芝生広場も緑にな
り始め、5月のあたたかい日差しのなか、ボールや三輪車
で遊ぶ子どもたちの柔らかい声が聞こえています。スマ
イルファームでは夏野菜の植え付けも始まりました。た
くさんの楽しい物語をプレゼントできるように、しっか
り準備をしてお待ちしています。
◇イベントスケジュール：予定（運営事務局主催）
・5月22日（日）おもしろ科学教室「1弦ギターを作ろう」
・6月11日（土） 「カードゲームでSDGsを学ぼう」
・毎週金曜日　午前9時～　「ラジオ体操」
・毎月第2、第4土曜日　午前10時～   「竹細工教室」
※各イベントの詳細などについては、

お問い合わせください
※新型コロナウイルス感染症の影響に

より、中止や内容変更となる場合が
あります
問合せ▼
あんなかスマイルパーク

（☎380－2525）

Vol.8通信

▲公式ホームページ
　を開設しました

安
中
市
勤
労
者
協
議
会

　第
28
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　ゴ
ル
フ
大
会

日
時
▼
6
月
8
日（
水
）※
雨
天
決
行

O
U
T
・
I
N
と
も
に
午
前
8
時
35
分
ス

タ
ー
ト

競
技
会
場
▼
太
平
洋
ク
ラ
ブ
高
崎
コ
ー
ス

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者

参
加
費
▼

1
，
0
0
0
円（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
ほ
か
）を

参
加
申
込
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い

※
申
込
者
が
参
加
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理

者
の
参
加
が
可
能
で
す

※
欠
席
の
場
合
、
参
加
費
は
返
還
で
き
ま
せ

んプ
レ
ー
費
▼
6
，
2
8
0
円（
セ
ル
フ
プ

レ
ー
、
食
事
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
付
き
）

プ
レ
ー
代
は
、
当
日
フ
ロ
ン
ト
に
て
各
自
清

算
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
間
▼
5
月
9
日（
月
）〜
22
日（
日
）

認
知
症
に
つ
い
て
話
せ
る

「
あ
ん
な
か
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

　オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
、
認
知
症
に
対
し
て
不
安
が
あ
る
人

た
ち
が
集
ま
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
認
知

症
に
つ
い
て
の
悩
み
を
分
か
ち
合
っ
た
り
、

専
門
職
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
す
る

場
で
す
。

　今
回
は
座
談
会
と
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
▼

5
月
25
日（
水
）午
後
2
時
〜
3
時
30
分

会
場
▼

安
中
市
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー（
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
） 

大
広
間

参
加
費
▼
無
料

対
象
者
▼
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
申
込
み
く
だ
さ
い

※
当
日
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影

響
で
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
1
1
8
9
）

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
　
　
　講
座
の
ご
案
内

○
出
張
緑
化
講
座

　オ
リ
ー
ブ
の
品
種
や
手
入
れ
の
仕
方
、
そ

し
て
果
実
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
教
え

ま
す
。

日
時
▼

5
月
19
日（
木
）午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▼
高
崎
市
中
央
公
民
館
　本
館
1
階
　

視
聴
覚
集
会
室（
高
崎
市
末
広
町
27
）

テ
ー
マ
▼

「
だ
れ
で
も
わ
か
る
家
庭
で
楽
し
む
オ
リ
ー

ブ
の
品
種
と
育
て
方
」

講
師
▼
園
芸
研
究
科
　小
倉
敏
雄 

先
生

参
加
費
▼
無
料

定
員
▼
30
人（
電
話
に
よ
る
先
着
順
）

申
込
期
間
▼

5
月
2
日（
月
）午
前
8
時
30
分
〜

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
毎

週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
10
時
〜
午

後
3
時
ま
で
「
緑
の
相
談
室
」
を
開
設
し
て

い
ま
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影

響
で
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
▼

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
2
7
6

－

8
8

－

7
1
8
8
）

（
☎
0
2
7
6

－

8
9

－

0
7
8
2
）

⑹
ル
ー
ル
は
J
・
G
・
A
規
則
な
ら
び
に

コ
ー
ス
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
お
よ
び
大
会
競

技
規
則
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す

そ
の
他
▼

○
集
合
は
、
各
自
の
ス
タ
ー
ト
30
分
前
ま
で

に
受
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

○
当
日
の
欠
席
は
、
ゴ
ル
フ
場
に
必
ず
ご
連

絡
く
だ
さ
い

○
不
慮
の
事
故
が
生
じ
た
場
合
、
応
急
手
当

は
講
じ
ま
す
が
、
以
後
の
責
め
は
負
い
ま
せ

ん（
た
だ
し
、
ゴ
ル
フ
保
険
は
加
入
し
ま
す
）

○
組
合
せ
表
は
、
5
月
25
日（
水
）以
降
に
申

込
場
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影

響
で
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

健
康
通
信

　毎
月
22
日
は
「
禁
煙
の
日
」
、
そ
し
て
5

月
31
日
は
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
す
。
た
ば

こ
は
吸
う
本
人
だ
け
で
な
く
周
囲
の
人
へ
も

影
響
を
与
え
ま
す
。

　「
三
次
喫
煙
」
と
い
う
こ
と
ば
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
た
ば
こ
を
消
し
た
後
に
残
留
す

る
科
学
物
質
を
吸
入
す
る
こ
と
で
、
「
残
留

受
動
喫
煙
」
と
も
い
い
ま
す
。
喫
煙
者
の
毛

髪
や
衣
類
、
部
屋
や
自
動
車
の
ソ
フ
ァ
な
ど

の
表
面
に
付
着
し
た
成
分
が
原
因
と
な
り
、

そ
れ
が
再
拡
散
す
る
こ
と
で
三
次
喫
煙
が
発

生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
し
た

空
間
で
過
ご
す
時
間
が
長
い
場
合
は
、
そ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
喫
煙
に
よ
る
影
響

は
、
想
像
以
上
に
広
範
囲
に
及
び
ま
す
。

　た
ば
こ
の
害
を
な
く
す
た
め
に
は
、
禁
煙

が
必
要
で
す
。
喫
煙
し
て
い
る
人
は
今
か
ら

禁
煙
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

　今回は、「はじめまして」の表現を紹介します。
「初めて」という手話と「会う」という手話を順に表
すと「はじめまして」という単語になります。

解説
左腕を曲げた状態で水平にの
ばし、左手甲の辺りに右手を
かぶせるようにのせます。次
に人差し指以外の指を閉じな
がら上に上げます。

解説
両手の人差し指を立てて相向
かいに置き、近づけます。
※人差し指は人を表していま
す。近づけた時に両手の人差
し指がぶつからないように表
現してください

（安中市聴覚障害者協会会長　清水　隆）
　　　　　　　　　動画でご覧になれます▶
問合せ▶□本 福祉課障害福祉係（☎内線1154）

手話コーナー　vol.1

「初めて」

「会う」



行　　事　　名

● 安政遠足侍マラソン大会
　武家長屋前スタート　8:00～
● 子どもミニ遠足
　武家長屋前スタート　9:00～

● 第13回松井田きり絵の会展（～22日）
　文化会館　小ホール
　9:00～16:00（22日は15:00終了）

日

1
2
3
4
5
6
7
8

9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

日
21

22
23
24
25

26
27
28
29

30
31

1

2

3

4

曜日
土

日
月
火
水

木
金
土
日

月
火

水

木

金

土

行　　事　　名
● 市民ときめきスクール
　「ガーデニング」
　文化センター  中央体育館前駐車場
　10:00～

● 第6回農業委員会総会
　□本　　201会議室　13:30～

● 安中市消防隊水防訓練
　西毛総合運動公園東側広場 8:30～

● 体育施設利用者調整会議（7～9月）
　・旧安中市屋外施設□ス 18:30～
　・旧松井田町屋内外施設□松 
　　18:30～
● 体育施設利用者調整会議（7～9月）
　・旧安中市屋内施設□ス 18:30～
● 家庭教育カウンセリング講座①
　文化センター　13:30～15:30

曜日
日
月

火
水

木

金

土
日

月

火
水

日
5
6

7
8

9

10

11
12

13

14
15

行　　事　　名

● 第2回安中市議会定例会
　開会（予定）9:30～

● 体育施設利用者（7月～9月）
　一般受付開始
● 第2回安中市議会定例会
　総務文教常任委員会（予定）9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座②
　文化センター　10:00～12:00
● 第2回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00～

● アマビエ チャリティコンサート
　文化センター　ホール　13:30～
● 第2回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00～

● 第2回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00～

5 月
曜日

日
月

火・祝
水・祝
木・祝
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

6 月

相 談 案 内 5 月１日 ▼6 月１５日

あんなかスマイルパーク　5/2・6・9・10・11・17・24・31
　　　　　　　　　　6/7・14
恵みの湯　　　　　　5/6・17　6/7
峠の湯　　　　　　　5/10・24　6/14
鉄道文化むら　　　　5/10・17・24・31　6/7・14
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　　　　5/3・4・5・6・10・17・24・
　　　　　　　　　　30※・31
　　　　　　　　　　6/7・14
文化会館　　　　　　5/2・9・16・23・30・31
　　　　　　　　　　6/6・13
碓氷川熱帯植物園　　5/6・10・17・24・31　6/7・14
※新型コロナウイルスの影響で、臨時休館の場合があります。詳しくは各施設へお問合せください

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 5/2・6・8・9・10・16・
 23※・30※
 6/6・13※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　 5/6・10・11・12・13・
　 17・24・31
 6/7・14
いきいき長寿センター 5/2・6・9・10・11・12・
 16・23・30
 6/6・13

行事カレンダー 5 月１日 ▼6 月１５日

（5月1日～6月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 
業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ

㈱群馬水工
㈲入沢電気商会
㈲内堀設備工事
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業
㈲武美工業
㈲田中工作所

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
㈱反町備工
第一設備工業㈲ 
㈱フェニックス
㈱白坂工業
サトウ住設

382-9433
382-1609
393-0157
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178
382-5061
385-4126

385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262
382-4710
382-5612

5　 月 6 　月
給水管修理当番業者
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22
1 5・8・5
1 3・1・3
14・26・6
10・11・7
20・21・4
23・25・17
9・24・18
16・19・22
1 2・2・5
1 5・8・3
1 3・1・6

14・26・7
10・11・4
20・21・17
23・25・18
9・24・22
16・19・5
1 2・2・3
1 5・8・6
1 3・1・7
14・26・4
10・11・17
20・21・18
23・25・22
9・2 4・5
16・19・3
1 2・2・6

1 5・8・7
1 3・1・4
14・26・17
10・11・18
20・21・22
23・25・5
9・2 4・3
16・19・6
1 2・2・7
1 5・8・4
13・1・17
14・26・18
10・11・22
20・21・5
23・25・3
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

安中市役所　☎027－382－1111

休館のご案内

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です
※新型コロナウイルスの影響で中止になる場合があります 　市民課

休日窓口開設日
5月1日・15日　6月5日
午前８時30分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 5/12・19　6/2　 9 時～ 11 時 30 分
□松  5/2　6/6　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）□本　　 月～金曜日（祝日を除く）健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

無料法律相談

□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

人権相談
□本　　 5/19　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  5/20　13 時 30 分～ 15 時 30 分

【特設開設日】□本　　 ・□松  6/1  13 時 30 分～ 16 時
□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）□本　　 5/6・20・26※　6/3　13 時～ 16 時
※5/26 のみ 13 時～ 15 時

要電話予約　権利擁護センター（☎382－8397）地域福祉支援センター
5/6　6/3　13 時 30 分～15 時 30 分成年後見制度専門職相談

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/7　10 時～12 時

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1188）
　　　　　　□本　　 福祉課（☎内線1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談
（安中出張サポートステーション）

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 30 分

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター
5/12　6/9　9 時～11 時 30 分 地域福祉支援センター（☎382－8397）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談 □本　　 5/2　6/2　13 時～ 16 時

　主に就学前の子どもと保護者を対象として、感染予防の正しい情報や、
子どもと保護者の心の健康について考えるための情報を市ホームページに
掲載しています。
　詳しくはホームページをご覧ください。
問合せ▶□本 健康づくり課保健指導係（☎内線1174）

小 さ な 子 ど も が い る ご 家 族 へ
～新型コロナウイルス感染症対策について～



行　　事　　名

● 安政遠足侍マラソン大会
　武家長屋前スタート　8:00～
● 子どもミニ遠足
　武家長屋前スタート　9:00～

● 第13回松井田きり絵の会展（～22日）
　文化会館　小ホール
　9:00～16:00（22日は15:00終了）

日

1
2
3
4
5
6
7
8

9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

日
21

22
23
24
25

26
27
28
29

30
31

1

2

3

4

曜日
土

日
月
火
水

木
金
土
日

月
火

水

木

金

土

行　　事　　名
● 市民ときめきスクール
　「ガーデニング」
　文化センター  中央体育館前駐車場
　10:00～

● 第6回農業委員会総会
　□本　　201会議室　13:30～

● 安中市消防隊水防訓練
　西毛総合運動公園東側広場 8:30～

● 体育施設利用者調整会議（7～9月）
　・旧安中市屋外施設□ス 18:30～
　・旧松井田町屋内外施設□松 
　　18:30～
● 体育施設利用者調整会議（7～9月）
　・旧安中市屋内施設□ス 18:30～
● 家庭教育カウンセリング講座①
　文化センター　13:30～15:30

曜日
日
月

火
水

木

金

土
日

月

火
水

日
5
6

7
8

9

10

11
12

13

14
15

行　　事　　名

● 第2回安中市議会定例会
　開会（予定）9:30～

● 体育施設利用者（7月～9月）
　一般受付開始
● 第2回安中市議会定例会
　総務文教常任委員会（予定）9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座②
　文化センター　10:00～12:00
● 第2回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00～

● アマビエ チャリティコンサート
　文化センター　ホール　13:30～
● 第2回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00～

● 第2回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00～

5 月
曜日

日
月

火・祝
水・祝
木・祝
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

6 月

相 談 案 内 5 月１日 ▼6 月１５日

あんなかスマイルパーク　5/2・6・9・10・11・17・24・31
　　　　　　　　　　6/7・14
恵みの湯　　　　　　5/6・17　6/7
峠の湯　　　　　　　5/10・24　6/14
鉄道文化むら　　　　5/10・17・24・31　6/7・14
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　　　　5/3・4・5・6・10・17・24・
　　　　　　　　　　30※・31
　　　　　　　　　　6/7・14
文化会館　　　　　　5/2・9・16・23・30・31
　　　　　　　　　　6/6・13
碓氷川熱帯植物園　　5/6・10・17・24・31　6/7・14
※新型コロナウイルスの影響で、臨時休館の場合があります。詳しくは各施設へお問合せください

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 5/2・6・8・9・10・16・
 23※・30※
 6/6・13※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　 5/6・10・11・12・13・
　 17・24・31
 6/7・14
いきいき長寿センター 5/2・6・9・10・11・12・
 16・23・30
 6/6・13

行事カレンダー 5 月１日 ▼6 月１５日

（5月1日～6月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 
業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ

㈱群馬水工
㈲入沢電気商会
㈲内堀設備工事
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業
㈲武美工業
㈲田中工作所

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
㈱反町備工
第一設備工業㈲ 
㈱フェニックス
㈱白坂工業
サトウ住設

382-9433
382-1609
393-0157
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178
382-5061
385-4126

385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262
382-4710
382-5612

5　 月 6 　月
給水管修理当番業者
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22
1 5・8・5
1 3・1・3
14・26・6
10・11・7
20・21・4
23・25・17
9・24・18
16・19・22
1 2・2・5
1 5・8・3
1 3・1・6

14・26・7
10・11・4
20・21・17
23・25・18
9・24・22
16・19・5
1 2・2・3
1 5・8・6
1 3・1・7
14・26・4
10・11・17
20・21・18
23・25・22
9・2 4・5
16・19・3
1 2・2・6

1 5・8・7
1 3・1・4
14・26・17
10・11・18
20・21・22
23・25・5
9・2 4・3
16・19・6
1 2・2・7
1 5・8・4
13・1・17
14・26・18
10・11・22
20・21・5
23・25・3

2425 2022年5月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

INFORMATION市民 INFORMATION市民

安中市役所　☎027－382－1111

休館のご案内

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です
※新型コロナウイルスの影響で中止になる場合があります 　市民課

休日窓口開設日
5月1日・15日　6月5日
午前８時30分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 5/12・19　6/2　 9 時～ 11 時 30 分
□松  5/2　6/6　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）□本　　 月～金曜日（祝日を除く）健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

無料法律相談

□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

人権相談
□本　　 5/19　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  5/20　13 時 30 分～ 15 時 30 分

【特設開設日】□本　　 ・□松  6/1  13 時 30 分～ 16 時
□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）□本　　 5/6・20・26※　6/3　13 時～ 16 時
※5/26 のみ 13 時～ 15 時

要電話予約　権利擁護センター（☎382－8397）地域福祉支援センター
5/6　6/3　13 時 30 分～15 時 30 分成年後見制度専門職相談

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/7　10 時～12 時

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1188）
　　　　　　□本　　 福祉課（☎内線1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談
（安中出張サポートステーション）

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 30 分

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター
5/12　6/9　9 時～11 時 30 分 地域福祉支援センター（☎382－8397）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談 □本　　 5/2　6/2　13 時～ 16 時

　主に就学前の子どもと保護者を対象として、感染予防の正しい情報や、
子どもと保護者の心の健康について考えるための情報を市ホームページに
掲載しています。
　詳しくはホームページをご覧ください。
問合せ▶□本 健康づくり課保健指導係（☎内線1174）

小 さ な 子 ど も が い る ご 家 族 へ
～新型コロナウイルス感染症対策について～
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編集　企画経営部情報戦略課　印刷　碓氷印刷株式会社

※広告内容については、広告主に直接お問い合わせください

vol.194
2022（令和4年）

262022年5月1日号見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

問合せ▶　危機管理課交通防犯係（☎内線1137）
※イラストは群馬県警察「新一年生向け 交通安全絵本」より引用
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安中市公式SNSをご利用ください。

本

自転車利用者の皆さんへ
　自転車は車両です。信号に従うこと、「止まれ」の標識では一
時停止すること、原則として車道の左側を通行すること、夜間は
ライトを点灯することなど、自転車の基本的な交通ルールを守り
ましょう。また、保険に加入し、ヘルメットを着用しましょう。

小学生の皆さんへ
　道路を渡る時は、信号機や横断歩道がある場所で、手を上げて
左右の確認をしてから渡りましょう。道路に飛び出したり、道路
で遊んだりするのはやめましょう。また、通学路に危ない場所が
ないかおうちの人と一緒に歩いてみましょう。

高齢者の皆さんへ
　道路を横断する時は、信号機や横断歩道がある場所で左右を確
認してから横断しましょう。特に左から来る車に注意しましょ
う。シニアカーも歩行者として扱われます。歩道を通行するな
ど、歩行者としての交通ルールを守りましょう。また、専用の保
険に加入しましょう。旧中山道（碓氷峠）

米山公園（安中）

どうろ わた とき しんごうき おうだんほどう ばしょ て あ

さゆう かくにん わた どうろ どうろと だ

あそ つうがくろ あぶ ばしょ

いっしょひと ある

しょうがくせい みな
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